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プロローグ　女騎士と夢魔の関係






　騎士団の任務を終えたあと、アステラ・ディアトンは苦しさを覚えて、一人物陰へと入った。

　魔法の使用は抑え気味にしていたつもりだったが、ほかの者の補助に想定以上の魔力を使ってしまったのだ。体の倦怠感が抜けず、動きも鈍くなっているのを感じる。

　騎士団の制服である白い上着にズボンは動きやすいが、今は少しだけ煩わしい。

　アステラは周囲に誰もいないことを確認してから、軍ぐん靴かのかかとで三回、地面を叩いた。それが己の影に潜む者への合図である。

　とたん、アステラの影が隆起する。現れたのは、長い夜色の黒髪に紅あかい瞳の、この世の者とは思えないほど美しい男だった。事実彼の耳は、人ではあり得ないほど尖っている。

　たおやかでいながら男らしさを失わない腕が、アステラの首に絡んだ。

「朝にちゃんとおねだりしてくれればよかったのに、やっぱり、足りなくなっただろう」

「すまない……さすがに朝からは恥ずかしいんだ」

「結局こうして外でする羽目になるんだから、似たようなものだと思うけど」

　そう、からかうように言われ、アステラは少しだけ頬を朱に染める。

　羞恥を覚える彼女に対し、男はくすくすと笑んだ。

「さあ、何をお望みかな」

「私に、あなたの魔力を注いで欲しい」

「わかったよ、ご主人様」

　芝居がかった口調で了承した男に、腰を引き寄せられた。

　ぐっと、足の間を割り開くように男の片足がねじ込まれる。

　痛くはなく、さりとて絶妙に意識をさせるようなそれに、アステラの体が少しだけ硬直する。男はその反応を楽しむように覗き込んできた。

「キスをするときは、なんて教えたかな？」

　問われたアステラは、反射的に目をつぶる。

　正解とでも言うように、たちまちしっとりとした唇が落ちてきた。

　ひとつ、ふたつと、角度を変えて繰り返すそれに優しくなだめられて力が抜ける。唇を男の舌がなぞった。さらに上唇を慰い撫ぶされ、口角を愛でられ、下唇をはまれる。溶けてしまいそうなほど優しいそれに、アステラの頭はたちまちぼんやりとしてきた。

　けれどアステラもまた、男と同じように相手の唇を優しくなぞっていく。

　気持ちいいと感じたことは、同じように返すのだと、彼に教わった。

「ん、はぁ……んっ」

　だがまだうまく息が継げず、唇を離してしまうと、割り入れられた男の片足が咎めるようにアステラの大事な部分を刺激した。

　甘い刺激が体を走り、アステラが震えると、再び唇が合わせられる。

　そしてアステラの薄く開いた唇に、男の舌が忍び込んできた。舌先をなだめるようになぞったあと、上顎から舌の裏まで、余すところなく蹂じゅう躙りんしていく。

　そうされてしまえば、もうなすすべがない。アステラは彼から与えられる刺激と甘い衝撃に翻弄された。

「ん、う、ぁ……んぅっ……ふ、ぁ……」

　ぐちゅ、ぴちゃ、と唾液と舌が絡み合う淫いん靡びな音に、アステラからこぼれる悩ましい吐息が混じった。

　腰が砕けそうな悦に足から力が抜けると、男の片膝が狙っていたように秘めた部分を刺激した。

　下腹部から這い上がってくる愉悦に、アステラは自分が追いつめられていくのを感じる。

　ここ最近でなじんだ波に、だがどうしても身構え、せり上がってくるそれを男の服を握って耐えようとした。

　だが、男はそれを許さず、アステラの舌を強めに吸い上げる。

　頭の中が真っ白に染まる。

　体が勝手に高みへ上りびくびくと震えて逃げようとするのを、男に抱きしめられて押さえ込まれた。

「────…………ッッ！」

　アステラがこらえきれなかった嬌声は、すべて男の口腔に吸い込まれる。

　同時に、体の奥に熱く濃密な魔力が注ぎ込まれるのを感じた。

　満たされていく感覚にまた震えていると、濡れた音をさせながら、ようやく男の唇が離れていった。

　軽い絶頂の余韻にアステラが息を弾ませて、くたりと男の胸に体を預ける。男が満足げにアステラのこめかみへと口づけを落としてきた。

「キスだけでイケるようになったじゃないか。えらい、えらい」

「あり、がとう？」

「お前は、本当に器が固いんだもの。応急処置ができるようになったのは成長だろう？　俺だってお前に死なれちゃ困るんだから」

　それもそうか、とアステラは安堵の吐息を漏らす。

　だんだんと注がれた魔力が体になじみ、倦怠感が薄れていく。

　これで、まだ騎士を続けられる。

　楽しげに己を撫でる男の手を感じながら、アステラは数週間前のことを、ぼんやりと思い出した。








第一章　ひらめく騎士と呼び出された夢魔






「魔力が枯渇しかけているわ」

　アステラは、親友であり、家族であり、魔法医師でもある、ユエの診断に首をかしげた。

　その拍子に、己の肩に触れない程度に切ったヘーゼル色の髪が揺れる。

　ここはユエの勤めている国立治療院の診察室だった。

「ただ、ちょっとだるいなぁって思っただけだったんだけれども」

「魔法騎士なんてできてる魔力容量お化けのあなたが、魔法を使ってだるいと感じるのが異常なのよ。そう思ったから、騎士団所属の医者じゃなくて、こっそり私のところに来たんでしょう？」

「はい……」

　アステラが精一杯神妙な顔で頷くと、ユエは自分を落ち着けるように小さく息を吐く。

　そしてこぎれいにまとめた焦げ茶色の髪を耳にかけると、説明をしてくれた。

「まず、魔力が生命活動に必要っていうのは、あなたも知っているわね。だからよほど魔力が多くなければ、魔法を使う職業には就けない」

「うん。だから、私は魔法騎士に、ユエは魔法医師になったんだ」

「……まあ、騎士の中でも精鋭である魔法騎士になったあなたにはかなわないけどね。でもね、いくら魔力が多かろうと限界があるのよ。魔法を使いすぎれば、魔力回復するよりも先に器が空っぽになって、魔力器官が損傷。生命維持に必要な魔力も蓄えられなくなるの。今のあなたがそれ」

「はあ」

　ユエが昔からとても頭がいいことをアステラは知っている。二十四の自分より二つ年下なのにしっかりしていて、最難関の魔法医師試験を最年少で突破した才女なのだ。

　今はこの国フェロウで一番権威のある国立医療院に勤めているのだからとても優秀だ。少し魔法と剣が使えて力押しができるアステラとは違う。

　だから彼女の言うことは、とても信頼していた。ただ、いかんせん頭を使うのがあまり得意ではないアステラには、ユエが深刻そうな顔をする理由が、うまく呑み込めない。

　長い付き合いであるユエにはそれもわかったのだろう、ぐっと眉間に皺を寄せて低い声で言う。

「このままだと魔法が使えなくなるわ」

　ようやくことの重大さがわかり、アステラは灰色に近い瞳を大きく見開いた。

「それは、とても困る。騎士が続けられない」

「でしょうね。魔法騎士は、魔法と剣が両方使えてこそだもの。と言うかね、今のあなたは命まで危ないわ」

　ユエの言葉に、アステラは真剣に考え始める。

　魔法騎士はフェロウ国の国防の中核を担う者たちだ。

　魔法は魔法使いのもの、剣は兵士のもの。どちらかを極めることすら難しいとされる中で、魔法騎士はそのどちらも極めた存在である。

　周辺各国よりも魔法が使える者が多いフェロウだが、その分だけ魔物、魔族の脅威が多い。だからこそ、全員一騎当千の実力を誇る魔法騎士たちは、国民から頼みの綱とされていた。アステラも二年前に魔法騎士を拝命してから、魔物の討伐に何度も出動したものだ。だから、魔法が使えなくなるのは困る。

「治療はできるのだろうか」

「一番は、魔法騎士を辞めることよ。魔法を使わなければ寿命を延ばせるってことしか言えない」

「それはできない」

　アステラは即座に首を横に振った。

　魔法騎士は数が少ない。そう、一人欠けるだけで、かなりの戦力低下になってしまうのだ。何よりアステラは、目的を達成するまでは、魔法騎士を続けなければならなかった。

　それが一番わかっているユエは、諦めたように目を伏せた。

「そう、よね。現実的な話をしましょう。今のあなたは、人より魔力の器が大きかったおかげで普通に生活できているわ。でも回復する端から魔力が流れてしまっている状態なの。早急な治療が必要だけど、魔力器官は未知の領域で、どうしたら魔力器官が治るのか、このフェロウでもわかっていないのよ」

「な、なんとかならないかな。せめて魔法が使い続けられれば」

「普通なら、誰かから魔力を供給してもらうことが対症療法になるんだけど……。アス、手を出して」

　アステラが手を出すと、ユエに握られ、何かが流れ込んできた。自分が魔法を使う時に似た何か。その温かさの正体は魔力だ。

　しかし、体の奥にある器に届く前にはじかれる。

　その感触はユエも感じたのだろう、少し疲れた様子で手を離した。

「普通の人なら、これで充分治療になるんだけど。届きもしないでしょう？　なまじあなたが魔法騎士として鍛えているせいで、私程度じゃあなたが無意識に作り上げている障壁を乗り越えられないのよ」

「すまない……」

　しょんぼりと肩を落とすアステラに、ユエも消沈して首を横に振る。

「いいのよ。私も役に立たなくてごめんなさい。その障壁を乗り越えるほど多量の魔力を注げれば、魔法は使えると思う。けど、あなたの障壁を乗り越えられるのは、王宮魔法使いや悪魔くらいしかいないでしょうよ」

「なる、ほど」

「とりあえず、お休みもらっているんでしょう？　安静時の回復量を見て、どの程度魔法を使えるかを確認しましょう。魔力過多や魔力の損耗の症例は、フェロウ以上に集まっている場所はないわ。私もほかに方法がないか詳しく調べてみるわ」

「ありがとう。やっぱりユエは頼りになる」

　アステラが礼を言うと、ユエはぐっと顔を険しくして身を乗り出してくる。

「いい？　治療方法は探すから、あなたは大人しくしているのよ。自暴自棄になっちゃだめ。ともかく絶対安静！　わかった？」

「う、うん」

　強く言い聞かされたアステラは思わず頷いて、ユエの元をあとにした。

　しかし、アステラは真剣に、示された可能性を検討していたのだった。




　＊＊＊




　数日後の夜、アステラは自宅の空き部屋で準備を始めていた。

　まず外から見えないよう、雨戸はもちろん厚地のカーテンを閉め切る。

　そして洋燈の明かりで魔道書を参照しつつ、なめらかな板張りの床へ魔法陣を描く。

　魔法騎士はそれなりに高給取りなため、王都に小さいながらも一軒家を持っている。

　長く留守にすることも多いが、女であるアステラが兵士用の宿舎を利用するのは都合が悪いためこの家を購入していた。

　寝に帰るための場所にしてはもったいないと思っていたが、こういうことをするには、ちょうどよかったと思う。

　魔法陣を書き上げると、まだ魔力を含む前の塗料が、頼りない橙色の明かりにてらてらと光っている。

　魔道書は以前、フェロウで禁止されている悪魔崇拝集団の摘発を行った際に押収したものだ。悪魔の招来の手順が書かれているそれを、アステラは証拠品の中からくすねてきた。

　唯一神の教えから、フェロウも悪魔に対してひどく潔癖で、極度の嫌悪感を持っている。だから、証拠品は回収しても、保管はずいぶん杜ず撰さんだ。魔法騎士であるアステラなら、何ら疑われず保管庫に出入りできた。一応、アステラも唯一神の信者なのだが、騎士になるために改宗しただけなので興味はない。

　そう、アステラは考えたのだ。自分の中にある障壁が魔力をはじいてしまうのなら、それを乗り越えられるほどの魔力を持っている者に、供給してもらえばいいのではと。

　そしてユエは言った。それが可能なのは王宮魔法使いか、悪魔だと。

　アステラでは秘密裏に王宮魔法使いに会うことはできない。会うためには軍医に魔力減少を話して取り次ぎを頼まねばならないからだ。その時点でアステラは騎士として不適格とされ、すぐさま解雇されてしまう。

　なら、思ったのだ。

　召喚し使い魔とした悪魔に供給してもらえばいい、と。

　悪魔とは、高密度の魔力が凝って生まれる存在だ。この人間界の隣に存在する魔界から現れ、その圧倒的な魔力で人間たちをもてあそび、蹂躙していく。言葉が通じるにもかかわらず、相互理解など不可能と言うしかない。

　だがしかし、その圧倒的な力と魔法に対する深い造詣に魅せられる者がいることも事実だ。そのため、密かに悪魔たちを奉じる悪魔崇拝者がおり、唯一神教の敵とされていた。

　そんな悪魔崇拝者たちが作り出した技術の中には、莫大な魔力と力を持った悪魔を従えるすべがある。そして悪魔を従えた者は人間ではあり得ないほどの絶大な力を行使できる。

　アステラは、そのようにして悪魔を従えた悪魔崇拝者らと戦い、彼らを捕縛した。

　確かにあれだけ魔力を持った存在ならば、自分の器を満たせるだろう。

　あまり頭がよくないと自認しているが、天才的なひらめきに気分が明るくなった。魔道書を読む手も軽やかになるほどだ。

「ええと、魔法陣を書いたあとは、魔法陣の外で、呪文を唱える。ふうん、魔物の従属陣よりも簡単だな？　これでは防御が……まあ、ともあれ、私にもわかる感じでよかった」

　一応魔法の理論については学んだものの、自分が得意な魔法以外はとんとわからない。

　少し考えたアステラはもう一度塗料を筆につけ、腕を動かす。

　頭のどこかでユエが怒鳴ったように思えたが、気のせいだろう。

　魔法陣というのは、正確に書き適切な魔力や供物を捧げれば、普通の人間にも使えるものだ。この悪魔召喚陣もそのようで、アステラにも充分理解できるものだった。

「ふんふん、あと捧げる供物は血、と……」

　陣を描き終え、手順を確認したあと、自分の愛剣を少し抜くと、手首に刃を滑らせる。鈍い痛みと共に深く切った手首からは、どっと赤い血液があふれて魔法陣へと流れ落ちた。塗料が赤く染まる。

　準備は整った。

　魔法陣の前に立ったアステラは、一呼吸したあと、文言を紡ぐ。




「魔界の偉大なる権力者よ

　我はそなたの要求を満たせし者

　我はそなたの理解者、悪徳の友となろう

　我が意に応えて姿を現せ！」




　朗々と唱えるのは悪魔を崇拝し、此処にあれと呼び寄せる冒ぼう涜とく的な呪じゅ言ごんだった。

　できることはした。あとはうまいこと応えてくれる魔界の悪魔がいることを願うばかりだ。

　魔道書にも、一度の儀式で成功することは少なく、何度も呼びかけることが大事だと書いてあった。悪魔は気紛れだから、いつ応じてくれるかわからないから、と。

　ならば、今日から毎日呼びかければ問題ないだろう。幸いアステラは体の丈夫さには自信があるし、血も足りる。

　そう考えたアステラが、再び血を流すために、傷口を作ったほうの手でぐっと拳を握る。

　再び傷口から溢れた血が一滴、魔法陣に落ちた。

　一拍ののち、目の前にある魔法陣が活性化し、塗料が明るいにもかかわらず黒々とした光を放つ。

　その黒こっ光こうは魔法陣に描いた呪言をなぞって虚空に浮かび上がり、魔力を明確に変換して事象を……呼び寄せる力となった。

　魔法陣がいっそう強い光を放ったとたん、アステラはそこから新たな強い存在を感じとる。

　視界を塗り潰すような閃光がやんだとき、まず、アステラが気づいたのは衣擦れの音。

　上質な絹地が擦れる音は、現れた存在が着ている衣服からだ。

　ようやく目が慣れたアステラは、夜を見た。

　確かに、今の時刻は夜ではあったし、鎧戸を閉めている窓の外は暗いだろうが、そうではない。

　魔法陣の上に、夜の化身が座っていた。

　よくよく見てみれば人の男の形をしているものだ。

　いっそ友人の家に現れたような気楽さで、片膝を立てて座っている。

　黒々とした髪は長くまっすぐで、貴婦人のヴェールのような艶麗さで床にまで散らばっている。最高級の磁器のようになめらかな肌は染み一つない。すっと通った鼻梁も、薄く色づく頬も、すべてが高貴さを感じさせる完璧な配置をされている。

　その白と黒の中で主張するのは、切れ長の瞳の紅と、艶めかしい唇の赤だ。

　ゆったりとした簡素な衣服をまとっていたが、それすら美しさの引き立て役だ。

　腕は二つで足も二本。顔のパーツも耳の先がつんと尖っている以外は、アステラと同じだ。

　けれどその存在は、人と言うには恐ろしく、人形と言うにはあまりにも暴力的な美をまとっていた。

　夜という概念を人の形にしたらこのようになるのではないかとアステラは思った。

　男はその石榴ざくろ石いしのように鮮やかな紅の瞳をアステラに向ける。

　唇がゆっくりと上がる。

「俺を呼んだのは、お前？」

　うっとりするような低く甘やかな声が室内に響いた。

　背筋を撫でられるような声に、肌が粟立つ。

　アステラは確信した。それはどうしても呼び出したかった存在、悪魔だった。




　アステラが見つめる先で、悪魔はさらりと髪を滑らせながら、ゆったりと立ち上がった。

　そうすると、意外に背が高い。

　女性としては背が高めのアステラが、軽く頭を傾けて見上げるくらいか。騎士団の中でも見劣りしないだろう。

　その姿は、名のある彫刻師の生涯最高傑作でもこうはならないだろう、という均整のとれた造型をしており、彼が動くたびに視線が吸い寄せられてしまう。

　けれどアステラは目的を忘れなかった。

　まさか一回目で招来できるとは思わなかったが、きちんと来てくれたのだ。ならば礼儀を尽くすべきだ。

　悪魔は周囲を気のないふうに見渡しながらも一歩踏み出して、ゆったりとアステラに近づいてくる。

「驚いたねえ、おいしそうな匂いがしたと思ったら、お前だけで呼び出したのかい？　この俺を呼び出せるなんて、すごいことだよ」

　そして魔法陣すれすれで止まると、極上の絹糸のような黒髪が、さらりと床を撫でた。乙女も恥じらい娼婦も頬を染めるような美貌が、アステラを覗き込む。

「ねえ……」

　彼が立ち上がった代わりに、アステラはその場に片膝をついた。

　流麗な動作で上着の裾を払い、剣を傍らに右拳を胸に当てる。

　それはアステラが知っている最上級の礼、騎士の礼であった。

　本来であれば高貴な人々にするための礼だ。まとっていた魔法騎士の礼装が床に広がる。

　アステラはそこまでしたあと、紅の瞳をまるくする悪魔を見上げ、真摯に願った。

「呼びかけに応じてくださり、感謝する。どうか私にその身を委ねていただけないだろうか。あなたが必要なんだ」

　美人は虚を突かれた顔も美しいのだな、とアステラはしみじみと感心した。

　しばしアステラを呆然と見つめていた悪魔だったが、我に返ると眉を顰ひそめる。

「お前、俺が何かわかっているんだよね」

「魔界より、私の求めに応じて来訪してくれた悪魔だろう？」

「ならなんでそうなるんだい。言うべき台詞を間違えているよ？」

　少々呆れをにじませる悪魔に、アステラは困惑した。

「そう、だろうか。呼びかけに応じてくれたのなら、礼儀を尽くさねばと思ったのだが」

　彼女にとって求めに応じてくれた存在に、誠実に接するのはごく当たり前のことだ。

　あの魔道書には、「悪魔との契約は細心の注意を払い、油断するべからず」と書いてあった。油断はしていないつもりではあるのだが……。

　そんなふうに思いを巡らすアステラの前で、悪魔は朗らかに笑った。

「悪魔を悪魔らしく扱わないなんて、なんて素敵な子なんだろう。ねえ、近づいてもいいかい？　もっとお前と親密に話したいんだ」

　その声音には甘い懇願がにじんでおり、普通の娘であったら一も二もなく頷いて従ったことだろう。

　アステラもまた瞬いて、悪魔を見返す。

　悪魔は切なげに目を細めて、その姫君のようにたおやかな指をアステラに伸ばした。

「お前がそんなふうに跪かなくていいんだ。……──ねえ、俺を、欲しがってくれるんだろう？　なら、人が味わえないような快楽に溺れようか」

　紅の瞳が怪しく光る。

　伸ばされた指が、あともう少しでアステラの顎を捕らえようとしたとき。

　ばつんっ!!　と悪魔の指先は、激しい拒絶の光に焼かれた。

　驚きに指を引っ込めた悪魔は、アステラの静かな灰色の瞳を見る。

　膝をついたまま魔法陣に触れたアステラは、ひどく冷静に文言を唱えた。




「我はそなたの主、そなたは我に従属する。

　我の意思はそなたの意思。我が望みはそなたの望み。

　我が喜びはそなたの喜び。そなたの働きに我は報いよう。

　我が命の終わりを、そなたの終わりとせよ。

　死が二人を分かつまで、己がすべてを捧げ、我に従え魔の者よ！」




「うわっ!?」

　悪魔の召喚陣とは別に仕込んでいた呪言が、アステラが落としていた血液を含み舞い上がる。帯となった呪言は、たちまち悪魔を絡め取り縛り上げていく。

　その呪言の一端は、アステラの左手に続いていた。悪魔がそれを引きちぎろうともがくのを慎重に、だが断固として制御する。

　呪言が、苦しげに美貌を歪ませる悪魔の首をぐるりと覆うと収束し消えた。

　よろめいた悪魔は、己の変化に気づいたようで愕然とその首をさする。

　秀麗な美貌が一瞬で怒りに変じると、刃のように尖った爪でアステラの喉を狙った。

　しかし避けるまでもなく、首筋に絡む呪言が発光し、悪魔は苦悶に崩れ落ちた。

　悪魔を絡め取ったのは従属の呪いだ。それがきちんと彼に対して効力を発揮しているのか見極めるためアステラは注意深く見つめた。

　肩で息をする悪魔は、先ほどまでの甘やかさが嘘のように、恨めしげな眼差しで睨んできた。

「この俺に従属の呪いをかけるなんて。いい度胸じゃないか」

「申し訳ない。魔道書に油断をするなと書いてあったから、魔法陣に攻撃無効化を組み込んでいたんだ。あなたは私に攻撃を仕かけようとしていただろう？　そこで話も聞いてもらえないと考えたから、先に処置をさせてもらった」

　もう少し穏便にできればよかったのだが、殺ヤられる前に制圧しろ、という師の教えで行動したのだ。アステラはあまり細かいことも得意ではなかったため、こういうことになってしまった。

　しょんぼりとしながらアステラが結界を解くと、悪魔は不機嫌そうにしながら、乱暴にその場に座り直す。

「しかもお前、俺の魅了をはじいただろう？　いったいどうやったんだい」

「私が魔法に対して抵抗する訓練を受けているのもあるんだが……。精神干渉系の魔法は無意識ではじいてしまうんだ」

「無意識で？」

　アステラが頷くと、悪魔は苦虫を噛み潰したような顔になる。

「そんな無意識があるなんてあり得ないよ。同じ夢魔でも腰砕けになるほど強力なものなのに！」

「似たようなことを魔法研究班にも言われたな。読どく心しんの魔法も効かないから、訓練にならないとよく言われる」

　おかげで精神系の魔法の実験台にされかけたこともあるが、悪魔でもそう思うのか。感心したアステラが語ると、悪魔は深いため息をついた。

　先ほどまでのたおやかさが嘘のような男臭い仕草だったが、不思議と品はあり、何よりよく似合っていた。

「ああもう、せっかく珍しい女の魔法騎士をたぶらかして遊んでやろうとしたのに、しばらくお前の使い魔じゃないか！　この俺が！　召し使い！　しかも完全従属だから俺は何にも要求できないし！」

「大変申し訳ない。どうしてもあなたのような悪魔の力が必要で……」

　アステラも本来、このような強引な手段はとりたくはなかった。

　神妙に語ると、膝に頬杖をついた悪魔がぎろりと睨んでくる。

　美人は睨む姿も美しいのか、と再び感心した。

「まがりなりにも、魔族を狩る側の魔法騎士に油断したのは俺だ。とりあえず話は聞こうじゃないか、ゴシュジンサマ。どうせ俺に拒否権はないのだし」

「ああ、とても助かる」

　ほっとしたアステラはひとまず彼の前に座り込むと、己の経緯を話し出した。

「私の魔力器官が損傷している結果、魔力が不足していて、このままだと魔法が使えなくなってしまうんだそうだ。私は魔法騎士を続けたいから、私の器を満たせるだけの魔力を持つ者に、供給してもらえばいいと考えたんだが……どうかしただろうか？」

「……お前唯一神徒だよね？」

「ああ、一応そうだが」

　悪魔に酢を飲み込んだような表情で確認されて、アステラは灰色の目を瞬く。

　すると悪魔は心底呆れた顔で見返してきた。

「神徒のくせして、真っ先に頼ったのが悪魔の俺だなんて傑作だねえ」

「私はまだ、騎士でいなければならない。だから一番確実で手っ取り早い方法をとったんだ」

「悪魔なら人間よりも魔力があって、従属させられれば、一蓮托生の主を生かすために魔力を注がなければならなくなる。主を守らなきゃならないから、悪魔とばれるような暴れ方もできない。なるほど、考えなしかと思ったが、ずいぶんと策士だ」

　しみじみと語った悪魔の言う通りだった。

　正直、あまり時間がないのがわかっていたため、万が一でも拒否をされないように従属の呪いで縛り上げた。もちろん消滅させるほど魔力を奪い取るつもりはなかったが、小物の悪魔だった場合、多少つらい思いをさせてしまう懸念があった。

　だが、現れてくれた彼は、そういうこともなさそうでほっとした。

　が、アステラは言わねばならないことをはっと思い出し、目の前の悪魔に願った。

「すまない、そういうわけで、従ってもらえるだろうか」

「まあ、高潔な騎士とは思えない欲深さは、嫌いじゃない。しょうがないから付き合ってあげるよ」

「本当か！　とても助かる！」

「ただねえ、問題があるよ」

　ぱっと表情を輝かせるアステラに、しかし悪魔はふいに手を伸ばす。

　殺気はなかったため動かないでいると、その手は胸の下、みぞおちあたりに置かれた。

　そこから、魔力で体内を淡く探られるのを感じる。

「魔力くらい注げるけど、お前の器が固すぎる。これじゃあ効率が悪いどころじゃないよ」

「それは、医者からも言われた。だから、私の障壁を破るくらい大量の魔力を注いでもらえばいいんじゃないかと、思ったんだが」

「それ、水の中に容器ごと沈めれば、容器の蓋の隙間から水が入るだろうって言ってるのと変わんないよ。蓋を緩めなきゃ結局一緒だ。俺を枯らしたいの？」

　そんなつもりはなかったため、アステラは首を横に振る。

　だが、それ以外に思いつかなかったのも事実だ。

「何か、よい方法はないだろうか」

「あるよ」

　あっさりと言われて驚くと、アステラのみぞおちに置かれていた悪魔の手が、すう、と腹を撫でて下りてくる。

「お前の器に一番近い場所へ、俺が直接触れるんだ。器が緩むように理性をどろどろに崩れさせて、夢と現実が曖昧になって、誰が触れているのかわからなくなるくらい気をやって。無防備になったここに、注ぎ込む」

　下腹部で止まった手が、軽くそこを押した。

　それは、魔法医師であるユエに診察を受けたときもされたことだ。

　しかし、悪魔の仕草は、普段アステラが意識していないその下にある器官を、否応なしに思い出させる。

「一回じゃ足りないよ。だって壊れかけの器に注ぐんだ。足りなくなればそのつど、何度も注ぎ込む必要がある。処女のお前に耐えられる？」

　悪魔を見れば、愉悦を含んだ笑みに見返された。

「わかるのか？」

「俺は夢魔だよ。外見で清純を装っていたって、お堅い処女か淫乱かくらい見抜くさ。そんな新鮮でまっさらな匂いと気配をさせてるんだもの、俺にしてみれば張り紙をつけているのと変わらないよ」

　悪魔の言葉に、アステラは驚く。

　夢魔というのは、淫魔とも呼ばれる、唯一神教の司祭が最も嫌う悪魔だ。夢にまで入り込んできて、ありとあらゆる快楽で人間を堕落させ、従順な僕しもべにしてしまうという。一度、女の夢魔に魅入られた司祭を救い出す任務に就いたことがあるが、その淫魔はたいそう美しかった。

　が、この悪魔はそれ以上に美しいと思う。夢魔にも階級があるのだったら、おそらくこの悪魔のほうが上位だろう。

「ああ、だからそれだけ美しいのだな。思わず見惚れた」

「おやありがとう。朴念仁かと思っていたけど、美しさを解する心はあるんだね？　……で、それでもやるのかい？」

「かまわない」

　からかうように尋ねてくる悪魔に、アステラは即答した。

　確かに、アステラは処女だ。年頃の娘が、初めてを捧げる相手に特別な思いを抱いていることも知っている。正直、悪魔にそれを持ち出されたことには驚いたし、気まずい気持ちにもなった。

　だがアステラは、女でもあると同時に騎士でもある。魔法騎士になるため、がむしゃらに剣と魔法の修行を積み続けて思春期を終えた。騎士として活動している間も、魔法騎士となってからも、ずっと魔物討伐で方々を飛び回っていたのだ。

　そういう相手を考える時間すらなかったし、縁もなかった。

　任務を完遂するために必要だというなら、処女など迷わず捨てただろう。

　今まで、その機会がなかっただけだ。

「それで、あなたが私に魔力を注げるのなら、して欲しい」

　言葉を重ねたところで、アステラは目の前の悪魔が目を見開いているのに気づいた。

　何か、それほど驚かせることを言っただろうか、と考えたところではっと別のことに気づく。

「ただ、私は無骨者だから、あなたを誘える手管がわからないんだ。それに、処女というのは面倒くさいのだろう？　この通り女としてはあまり色のある生活をしていたわけでもないし……。厳しいというのなら、せめて処女くらいは捨てて……」

「っぷ……ッあははははっっ!!」

　アステラの言葉の途中で、悪魔は吹き出すなり大声で笑い始めた。

　こらえきれぬと言わんばかりに腹を抱えるその姿は、大爆笑と称していい。

　どこに面白がる要素があったのだろうか、とアステラは面食らった。

　けれど低く、どこか艶があるその笑い声まで美しくて、すごいなあと聞き惚れる。

　アステラが知る「男」という存在とはまったく違う悪魔は、なんとか笑いを納めた。

　黒髪を掻き上げるなり、楽しげな紅い瞳をこちらに向けた。

「っはー！　ひっさびさにこんなに笑ったよ！　おんもしろい！　つまらない朴念仁に呼ばれて踏んだり蹴ったりだと思っていたけれど撤回する。これはしばらく退屈しなさそうだ！」

「えっと、ありがとう？」

　どう反応すべきかわからず、ひとまずアステラが言うと、悪魔は黒髪を揺らして身を乗り出してくる。

「お前、名前は？」

「アステラ、だ」

「俺はリュヴィニ。人間には発音しづらいだろうからリューでいいよ」

「はあ」

　悪魔……リュヴィニはさらにアステラへ上機嫌に尋ねてきた。

「お前、その様子だとキスも初めてだね？」

「そ、その通りだ」

「なるほど、本当に真っ白だ」

「どう、いう」

　面白げにするその秀麗な顔が不意に近づいてきて、ゼロ距離になる。

　しっとりと柔らかい感触がアステラの唇に合わさった。

　言葉はリュヴィニの口腔に呑み込まれ、かすかな吐息が混ざる。

　アステラが硬直している間に、愛らしいリップ音を立てて唇を柔く食んだあと、リュヴィニは離れた。

「キスをするときは目を閉じるといいよ。俺は別に気にしないけど、気持ちよくなりやすいからね」

「その、すまない。めんどうを、かける……」

　二十四にもなってそのようなことすら知らない己が申し訳なくて縮こまると、リュヴィニはくすりと笑った。

「お前はもう俺の主なんだ。主に奉仕をするのは、使い魔の役目ってものだろう？　ただ命じればいいんだよ。腕によりをかけてどろっどろにしてあげる」

　アステラの頬をなぞりながら、甘く微笑んだリュヴィニは続けた。

「でも、俺の意思を踏みにじって従える罪悪感を薄れさせたいんだったら、まあいいよ？　付き合ってあげる」

「あなたの誇りを踏みにじるつもりはなかった」

　醒めたリュヴィニの紅い瞳を前に己の態度を反省したアステラだったが、それでもなけなしの知識を鑑みて続ける。

「だがその……そういうことは、お互いに協力してやるものだろう？　私は女性的な魅力には乏しいし、魅了系の魔法も効かない。だからあなたに負担をかけるのが申し訳なく……。ああこれも言い訳だな」

　その通りだ、アステラは自分のためにリュヴィニを従えることを選んだ。加害者が何を言おうと、それはただの責任逃れだ。

「あなたに渡せる対価があれば、いいのだが」

「お前、妙なところの知識はあるんだねえ」

　なんだか呆れた声でそう言われて、アステラはきょとんとするが、彼の紅い瞳が挑戦的な色を帯びていた。

「たかだか魅了が効かないだけで、俺が役立たずになるなんて心外だよ」

　言うなり、アステラの腕を引いて立ち上がる。

　力に逆らわずにいると、そのまま体まで引き寄せられた。

　腰にリュヴィニの腕が回り、指には彼の手が絡められた。背はさほど変わらないのに、タコで厚くなったアステラの手を包み込む。

「だって俺は夢魔だもの。敬虔な信徒の聖女だって、淫いん蕩とうな娼婦に変えるのが俺たちだ。悦楽の夢を魅せて、快楽に溺れさせるのが玄人ってやつだよ」

「でも私は見ての通りの無骨な男女なわけで……」

　男は繊細だと聞いている。はっきり言えば、勃たつのだろうか、という気持ちがあった。

　無事にことがすませられるよう努力はするつもりだが、素人のアステラにはどうしても限界がある。

　けれどアステラは、強く引き寄せられた腰に当たるものに気づいた。

「……──お前、自分が極上のごちそうだって自覚ないね？」

　呆れを含んだ声音に、なぜかぞくりとした。

　色と熱情を強く孕んだ声でそんなふうに語ったリュヴィニは、アステラの顎を持ち上げる。

「その、鉄壁の理性をこじ開けて、自分色に染め尽くして好みに仕立て上げるなんて、燃えるに決まっているじゃないか」

「そう、なのか」

「そうだよ。対価なんてものも気にしなくっていい。だってお前が快楽に蕩けて、悦楽に溺れて、ぐずぐずに溶けきったときの感情が俺の食事だもの。だから、ね。お前は俺の言うことを聞いていればいいんだ」

　絡め取られた指先にリュヴィニが口づける。唇が触れた場所が、ひどく熱い。

　そうして、アステラの使い魔となった美しい夢魔は甘く笑んだ。

「さあ、ベッドはどこ？」




　寝室に移る間に、アステラの緊張は頂点に達していた。

　何せ、初めてのことである。やることはわかっているし、覚悟は決めている。

　何をされても従うつもりだが、それでも自分がちゃんとできるのかという不安は拭えなかった。

　しかし、アステラの緊張とは裏腹に、寝室に入ったリュヴィニはしげしげと辺りを見回す。

「へえ、殺風景だけどきれいにしているじゃないか。ベッドも充分広いし。お前、同居人は？」

「いない。ここには私一人で住んでいるから」

「なら、どれだけ声を上げても大丈夫だね」

　なんの声かを悟り硬直するアステラに対し、あっけらかんとしたリュヴィニは、ベッドに座る。自分以外に使ったことのないそこに他人がいる、というだけで非日常に思えた。

　そこでアステラは、洋燈を持ってくるのを忘れたことに気づく。

　けれど明かりを持ってくるという前に、月明かりの中で、さらりとベッドに黒髪を広げたリュヴィニが手を広げてきた。

「おいで」

　柔らかな声音に、アステラはおずおずと近づいていくと、途中で手を引かれた。

　体勢を崩して乗り上げたのは、リュヴィニの膝の上だ。

　アステラはとっさに身を引こうとしたが、その前に腰に手を添えられる。

　そうして向かい合うと、リュヴィニに諭された。

「お前に求めることはしないよ。何も知らないってわかっているからね。全部俺に任せて」

「わ、わかった」

「それでも、いくつか約束しようか」

　そう語ったリュヴィニは、すい、と右手をアステラの頭に置いた。

「まず、俺が聞いたことは素直に口にするんだよ」

「素直に？」

　困惑しながらアステラが繰り返す。するとリュヴィニの右手が、落ち着かせるように頭や髪をゆっくりと撫でていく。

　肌のぬくもりに初めは驚いたものの、その感触は絶妙で思わず目を細めて力を抜く。

　するとリュヴィニに問いかけられた。

「ねえ、気持ちいい？」

「ああ、なんだかほっとする」

　アステラが肯定すると、秀麗なかんばせがゆっくりと近づいてくる。

　そして再び、唇が合わさった。

　言われた通り、アステラは目をつぶる。

　二度目ということもあり、アステラは唇を柔く食み、口角を舐めていくその唇の感触を意識できた。しっとりとして、柔らかくて、吸いつくようだった。

　何より自分の心臓が早鐘のように鳴っているのがわかる。

　こんなに早く打っている心臓なら、きっと目の前の美しい人にも伝わってしまっているだろう。自分にも、ずいぶん娘らしいところがあったのだなあと、羞恥よりも感心をぼんやりと感じた。

　ゆっくりと味わうようにアステラの唇を食んだリュヴィニは、わずかに唇を離すと、問いかけてくる。

「これはどう？　気持ちいい？」

　ゆっくりと目を開けたアステラは、リュヴィニの紅い瞳にどきりとした。

　そこには、まだ自分の知らない未知の感情がある。

　ほの暗くて、燃えるようで、舌舐めずりをするような。

　それが情欲の火だと、おぼろげながら察したアステラは、言われたことを考える。

　この唇は、どうだったか。

「よく、わからない、けど。嫌ではないと思う」

「いい子だ。実際問題ね、お前に拒絶をされると俺が痛いから。これからも正直にお願いするよ」

　それはよくない。アステラが生真面目に頷くと、まるで褒めるように頭を撫でられた。

「それから二つ目だ」

　子供のような扱いに少し照れていると、添えられるだけだったリュヴィニの左手がすう、と腰を撫でてくる。

　礼装の布越しでもわかる。今までのものとは違う、意図的な仕草だった。

「自分が気持ちいいと感じたものは、同じように返すこと」

　その感覚にアステラがそくりと体を震わせると、再びリュヴィニは唇を合わせてきた。

　角度を変えながら唇を食んでゆく。

　硬直していたアステラの体から、次第に力が抜けていった。

　だがその唇を、熱く湿ったものがなぞってゆく。

「ぁっ、……」

　驚いたアステラが唇を開いたとたん、それは口腔へと忍び込んできた。

　舌を、入れる。ものなのか。思わず目を開くと、紅い瞳と目が合った。こちらを探るようなリュヴィニはかすかに笑む。

　口づけを、しているのだ。

　その事実が急に現実となって押し寄せてきて、アステラはかあ、と顔を赤くする。

　体をおののかせるアステラを、リュヴィニはなだめるように左手で背や腰を撫でた。

　その感触は優しく、アステラの体から力が抜けていく。そして、彼女の中に侵入してきた舌は、ゆっくりと丹念に愛撫をし始める。

　歯列をたどり、丹念に口腔を撫で回し、まるでそこが自分の居場所であるかのように探索していく。

　自分の中に他人のものがあるのに混乱していたアステラだったが、だんだんと体の奥が震えるような感覚に気づいた。

　怯えるアステラの舌先に彼のそれが絡められ輪郭をなぞられると、ぞわ、と今まであまり感じたことのない何かが背筋を走っていく。

　くちゅり、とわずかに離れた唇から唾液が混ざる音が響いて、アステラは羞恥と共に別の熱が灯るのを感じた。

　頭の芯がぼんやりとして、舌の感触を追うことだけに集中してしまう。

　角度を変えながら口づけを繰り返していくリュヴィニにされるがままのアステラは、息苦しさを覚えて小さく彼の胸を押した。

　リュヴィニはすぐに離れてくれたが、彼の唇と己のそれが銀の糸がつながる。

　アステラは羞恥に襲われながらも、必死に呼吸を繰り返した。

「すま、ない……息がうまくできなくて」

「鼻で呼吸をするんだよ。……息も忘れるほど、夢中になった？」

　リュヴィニはアステラのヘーゼル色の髪を耳にかけてやりながら、楽しげに覗き込んでくる。そのついでのように耳をなぞられて、ささやかな感触にまたそくりと震えた。

　う、と息をつまらせたアステラだったが、リュヴィニとの約束を思い出しこくりと頷いた。

「あなたの唇が、柔らかくて、舌があんなに動くものだと知らなかった」

「なら、次は俺と同じように舌を絡めるといい。もっと気持ちよくなるよ」

　くすくすと軽やかな笑みをこぼしたリュヴィニに、アステラは素直に頷くが眉を寄せる。

「すぐには、難しそうだ。ぼんやりしてしまうから」

「ふふ、覚えておくだけでいいよ」

「リュー……？」

　アステラは己の胸元が涼しいことに気づいた。そして、ずっと近いところにリュヴィニの手の熱を感じる。いつの間にか騎士服の前が寛げられていて、下に着ていたシャツに手がかけられていた。

　目を丸くしてリュヴィニを見返すと、彼はいたずらがばれたような顔をするなり、アステラをふわりと引っ張る。

　次の瞬間、アステラはベッドに沈み込んでいた。

　黒髪がヴェールのように落ちてきて、アステラを暗がりに閉じ込める。

　リュヴィニは紅い瞳を細めて、ぽかんとするアステラを見下ろしていた。

「今回は思いきり、気持ちいいことを覚えるんだ。いい？」

　甘い響きを持った言葉に、アステラはこくりと頷く。

　再び、リュヴィニの唇がアステラのそれに重なり、彼の舌が忍び込んできて、すぐにアステラの舌を絡め取った。

　約束を思い出し応じようとしたが、彼はそれ以上の情熱をもってアステラを翻弄した。

「ん、んん……ぅふ……」

　口からこぼれる自分の声の熱っぽさに、アステラは驚いた。

　けれど、自由に丹念に口腔を舐め上げていくリュヴィニの舌は、熱くて心地良くて、いやらしかった。アステラが知らない何かを、呼び起こそうとでもするように。

　いつの間にかシャツのボタンまで外されて、その胸に巻きつけているさらしまで魔法のように緩められる。

　解放された胸は、人よりもたぶん少しだけ大きい。さらしで押さえないと揺れてしまい、剣が振りづらいのだ。

　今日初めて出会った存在に、素肌を晒していることに羞恥に覚えて、アステラはとっさに体を丸めようとする。

　しかし、その前にリュヴィニの左手が右胸を包み込んだ。意外に温かい指が、やんわりと膨らみに沈み込み、ゆっくりと揉み始める。

　なんだか、変な気分だった。自分の体で、自分で触っているときには何も感じないのに、彼に触れられると何か違う。強弱をつけながら、胸を優しく揉みしだかれるとむずむずとした感覚がせり上がってくる。

　置き場がわからないアステラの手は、自然とシーツを握った。

「あんなふうに潰していたのに、きれいな形をしている。ここもつんと尖っていて」

　リュヴィニが感心した様子でつぶやきながら、胸の膨らみをたどると、頂をはじいた。

「……ふっ…………」

　思わず、アステラが吐息を漏らすと、彼は優しく撫でるように頂を刺激し始めた。

　リュヴィニは、アステラの胸をいじっている間も、体中に唇を落としていった。

　こめかみから頬を柔らかくたどり、首筋から鎖骨へと滑っていく。

　ちくりとするほど強く吸われて、あの感覚が呼び覚まされる。

　先ほどまでくすぐったいだけだったのに、明確に甘やかなしびれがこみ上げてきた。

「う、や、なんか、へんだ……」

「大丈夫、それが快楽だから。ほら、こんなに勃ち上がっているんだもの。そのまま感じていて」

　アステラの訴えにリュヴィニはそう返すと、その固くなった胸の頂に吸いついた。

　熱く濡れた舌が敏感なそこを舐め上げ、ゆるゆると転がすように絡みついてくる。

「あ……んん……っ」

　アステラはそこから生まれる強い感覚に思わず声を上げた。

　その間も、もう片方の胸はやわやわと揉みしだかれていて、時折固くなった頂をはじかれると、体がびくりと震えてしまう。

　腹の奥に何か熱いものがこみ上げてくるのを感じて、アステラは無意識にシーツを握る手に力を込める。勝手に呼吸が浅くなって、体がじっとりと汗ばんでいくのがわかる。

　熱くて、もどかしい。無意識に太ももを擦り合わせていた。

　いったい何が起こっているのか、アステラがリュヴィニを見下ろすとどきりとした。

　アステラと視線が合ったリュヴィニは笑っていた。甘く壮絶な色香が滴る、扇情的とも言える笑みだった。

　胸から手を離したリュヴィニは、アステラの腹をたどると、寛げられたズボンの中へとその手を差し入れた。

　そしてショーツの上からその秘めた場所を撫で上げる。

　ぐちゅ、と熟れた音が響いた。

「っ……」

　アステラは思わず足を閉じようとしたが、すでに拒むには遅い。

　彼女の抵抗をものともせず、リュヴィニはショーツ越しにゆったりと撫で回してきた。そのたびに、そこが熱く濡れそぼっているのを思い知らされる。しかも、えも言われぬ感覚が明確にこみ上げてくるのだ。

「ここをいじったことは、ある？」

「っあ、ん……すこ、しだけ……」

　そこが濡れることも、ある程度は知っていた。戦に出たあとに男が昂るのと似た現象だ。放っておけば収まる程度の。

　ああそうだ、今自分はそこに触れたときと似た感覚を覚えているのだ。

　けれど、こんな炙られるような心地になったことはない。

　だがアステラにそこまで語る余裕はなく、太ももが勝手に震えてしまう感触をこらえていると、リュヴィニがどこか不満そうな顔をする。

「ふうん、さすがにあるのかぁ。ああ、少し腰を上げて？」

「う、ん……!?」

　従順にアステラが腰を上げたとたん、ズボンとショーツが一気に引き抜かれた。

　湿っている秘めた部分が外気に晒される。驚いている間に、リュヴィニはアステラの足の間に陣取った。

「リュー……？」

「だいじょうぶ、だいじょうぶ。ほら、お前、キスは好きだろう」

　急に心もとなくなってアステラが呼ぶと、黒髪をさらと流しながらリュヴィニが顔を近づけてくる。

　口づけを甘受していると、アステラの秘めたる部分に長い指が触れた。

「んぅ……っ」

　花びらをかき分け溝をなぞられただけで、甘くしびれるような強い悦が全身に広がる。

　びくっと体がしなる。

　そこを確かめるように、繊細に撫でたリュヴィニは唇を離し、満足そうにした。

「うん、初めてにしては濡れてるじゃないか。気持ちよかった？」

「これは、きも、ちい、のか……」

　今まで「気持ちがいい」と考えていた感覚とまったく違う。

　か細く喘ぎながら問い返すと、リュヴィニは当然だと頷く。

「そうだよ、お前は気持ちよくなっている最中。でもねえ、これだけじゃあ足りないんだよ。痛くしてしまったら俺の命も危ないだろうし……」

「なに、を……っ!?」

　ぼんやりとしていたアステラは、髪を掻き上げたリュヴィニがした行為に絶句する。

　彼は、アステラの足の間に顔を埋めたのだ。

　すぐさま熟れたそこに、別の濡れた柔らかいものが這った。

　リュヴィニの舌だと理解した瞬間、電流を流されたような刺激が体を貫いた。

「ひぁっ……!?」

　声が抑えられない。

　殺そうとしても漏れる声に、甘ったるい響きが混ざる。

　彼の舌は、色濃い花弁をゆっくりと割り開くと、隠れていた秘めたる粒に口づけてきた。

「ふ、あ、っなに、それぇ……!?」

　アステラが身を起こそうとしても、リュヴィニはやめず、さらにその花弁を指で撫でてきたのだ。

　とめどなく滴る蜜液を花弁に塗り広げるように撫で回されると、アステラの下腹部にえも言われぬ疼きが生まれる。

　その指がわずかに、蜜口に差し入れられる。その違和感と質量に震えたとたん、リュヴィニの舌が秘核を押し潰した。

「やぁん!?」

　脳を貫くような鋭い刺激は、もうわかっている。快楽だ。

　背筋をしならせて喘いだアステラは、誰も受け入れたことのない隘あい路ろが指を迎え入れるように収縮するのを感じる。

　そうしてリュヴィニは秘核を舌で撫で回しながら、蜜口に沈み込ませた指でぬぷぬぷとかき回し始めたのだ。

　アステラは、下腹部から込み上げてくるマグマのような熱と悦に、ベッドの上をのたうった。リュヴィニの指と舌に、そして立てられる濡れた音の卑猥さに、意識が奪われる。

　甘い責め苦に、アステラは腹の底から何かがせり上がってくるのを感じた。

「リュー、ん、ぁ……まって、それ、……あぁっ……！」

「んー刺激、強すぎる？」

「そこで、しゃべ、ら、ないでぇ……！」

　吐息がかけられるだけで、アステラのそこは切なく熱を持つ。

「あ、もしかして、イったことない？」

　アステラはわけがわからないまま必死に頷く。緩められるかと思えば、リュヴィニはさらに指を増やす。二本の指は、ぐじゅぐじゅと追い立てるように膣壁を擦った。

　うまくものが考えられず、アステラは、押し広げられる感覚に悶えるしかない。

　何かが来る。逃げようにも、アステラの腰を掴むリュヴィニの片手は強固で、凝ってゆく悦楽を逃せない。

　器用な舌が、秘めやかな莢さやから秘核を引きずり出し、赤く充血したそれを吸い上げた。

　アステラを支配していた官能が一気にはじけた。

「あ、あぁぁっ──…………ッッ！」

　腰が勝手にびくびくと震え、せり上がってきた大きな悦楽の波に意識が呑まれて真っ白になる。

　蜜口が差し入れられたままの指を誘い込むようにうねるのを感じた。

　ただ、足の間にいるリュヴィニを傷つけないように、拒絶だけはしないように。

　それだけを考えて、その甘く苦しい初めての絶頂に呑まれたアステラは、呆然と荒い呼吸を繰り返す。

　アステラの足の間から顔を上げたリュヴィニは、濡れた口元を袖で拭っていた。

　それが己からあふれた蜜なのだと悟り、かあと顔を赤らめると、リュヴィニが笑う。

「よしよし、ちゃんとイケたね」

「いく……」

「そう、お前が俺を受け入れるための準備だ。これからもっと気持ちよくなるんだから」

　これ以上に、気持ちよくなる。いったい何が待っているのか。

　そう考えて身を引きかけたアステラの腰を、リュヴィニに掴まれた。

「ただ、ほぐれるまであと……んーそうだな、二回。イッとこうか」

「なに……んあ!?」

　再びリュヴィニの長い指がアステラの中へと差し入れられる。しかも、今度は先ほどよりも指が多い。

　腹側のある場所を撫でられたとたん、そこはぎゅうと指を締めつけた。

　熱く濡れそぼり、まだ収縮を続ける中でその刺激はアステラの脳裏を白くする。

「リューっ……んっ……や、あっ!?　ぁん……ッッ！」

「お前は指と舌、どっちが好きかなあ」

　声を気にする余裕もなくアステラは、自分の中を自由に探索する指が与えてくる悦楽に喘いだ。こんな濃密な感覚を知らない。かき混ぜられる蜜口から、とめどなく蜜が滴り、ベッドを濡らしていくのも気にすることができなかった。

　時折、花弁をいじる指先に、興奮に腫れた秘核を絶妙に撫で上げられて、また高みに上らされる。

　制止しようとした手はその強烈な悦に力を失い、絶頂を耐えるためにシーツを握る。

　ぐちぐちと指が隘路を行き来する感覚に、太ももが勝手に痙攣した。

　膣壁を撫でていく指先は優しいにもかかわらず、魔法のようにアステラを追いつめる。

　そうしてアステラは再び快楽の白に染まったのだ。




「はぁ……、は……ん、……」

　少し、意識を飛ばしていたらしい。ぐらぐらとゆだっているかのような感覚の中、アステラはわずかに思考を取り戻す。

　あれからどれくらい達したのか、覚えていない。入れられた指は最後には四本になっていて、ばらばらに動くそれが、自分でも触れたことがない最奥を撫でたこと。入り口にある秘核は吸われるだけでも軽く達してしまうほど、乱れるようになったことまでは記憶にあった。

　下半身がぐずぐすに溶けてしまったようだった。体力には自信があったはずなのに、指一本動かせそうにない。

　それでも、アステラがリュヴィニの姿を探すと、まだ足の間にいる彼の紅い視線と絡む。

「おや、結構味見したつもりだったけれど、意識が戻ったのかい？　俺は嬉しいけど」

「……？」

　リュヴィニは軽く驚いた顔をしながらも、自身の衣服を無造作に脱ぐところだった。

　現れたのは、意外にもしっかりと筋肉に覆われた体だ。

　肌は白く若干細身ではあったものの、一流の彫刻師に丹精を込められた作品のように、隙もないほど雄々しく整っている。それはアステラが普段よく見る騎士の体躯にも劣らない、男の体だった。

　リュヴィニはさらに下履きまで取り払うと、アステラの上に乗り上げてくる。

「ほら、お前も、熱いだろう？」

　そう言いながら、アステラに引っかかっていた上着の袖を丁寧に引き抜いた。

　火照った体に外気が心地よくてアステラが息を吐くと、リュヴィニがゆっくりと覆い被さってくる。

　しっとりとした肌がぴったりと合わさると、なんだか不思議な感触だった。

　けれど、アステラは自分の足の間に感じる熱いモノに気づいていた。

　視線を下にやろうとすると、呆れ顔のリュヴィニに顎を取られる。

「ばあか。怖くなられても困るから、今度にして」

「そう、か？」

「そうだよ。……ね、ちゅーしてもいい？　それともいや？」

　なぜ問うのだろうと不思議に思ったアステラだが、思考はまとまらず、リュヴィニに自ら顔を寄せる。たちまち口づけが下りてきた。

　同時に、彼はアステラの足を大きく開く。弱い部分をさらけ出す行為に、一瞬怯んだが、再びなだめるように空いた手で撫でられる。

「ん……」

「いい子だ。俺を見て、背中に腕を回して。爪、立てるくらいなら許してあげる。けれど俺を拒絶するのだけはやめておくれよ？」

　後半はよくわからなかったが、アステラが言われた通りにすると、今まで散々いじられ、ほぐされた秘部に熱い塊が押しつけられた。

　それが彼の持つ陽根だと悟る。指とは比べものにならないほど熱く、太い。

　自分は痛みには強いほうだと思う。だから拒絶だけはしないようにしよう。願いの意味を理解したアステラは、頭の隅でそう考えた。しかし、それも再び口づけが下りてきた瞬間霧散する。

　自分の口の中をまさぐられるのがこんなに気持ちいいことだと、ほんの少し前まで知らなかった。

　自分の舌をリュヴィニの舌に淫靡に絡め取られ、愛撫される。それだけで、ずっと快楽に火をつけられたままのアステラは何も考えられなくなってしまう。

　気持ちいい、と感じている間に、彼の固いものがアステラのぬかるみに擦りつけられた。

「ふぁ……んっ、う……」

「気持ちいい、だろう？」

　口づけの合間に囁かれた、少し熱を帯びた声音に、アステラが夢中で頷くと、リュヴィニの膨らんだ先端が潜り込んできた。

　狭い蜜壁を暴き立てられる感覚に、アステラは違和感を覚える。

　不快と紙一重で、けれどなんだか、もどかしい心地がした。

　ゆっくりと、なじませるように、リュヴィニが前後に腰を揺らしていく。そのたびに、内側が擦られて、腰回りに甘ったるいしびれを感じた。

　なんだか、へんだ。

　息苦しく、内臓が圧迫され、思わず眉を顰める。けれどアステラの胎は、大きくて熱いものを悦ぶように、勝手にうねっていく。

　自分の意思とは関係なく、甘えるようにそれへと絡みついた。

　それが、欲しいと、言っているように。

「ん、ん……」

　見下ろしてくるリュヴィニがアステラの顔をついばむ。その柔らかさに、気を取られた時。

　ぐん、と最奥まで貫かれた。

　痛い、と感じたのはほんの一瞬で、あとは巨大な質量に埋め尽くされる。

　最奥の柔らかい部分が先端に押し潰されたとたん、腰の周りに貯まっていた甘いしびれが一気にはじけた。

「ひぁ、アッ……、ッッ────!!」

　背筋から貫くような快楽にアステラは背中をのけぞらせる。

　胎が大きくうねり、内部を蹂躙するものに絡みついたことで、楔が一段と大きくなるのを感じた。

「……ッ……と、」

　リュヴィニが耐えるような顔をしたが、ぐっと引き抜かれる。

　喪失感に息を呑んだアステラは、再び埋め込まれた衝撃に震えた。

　下肢から込み上げてくる強烈な刺激に、リュヴィニの背へ爪を立てかける寸前で、拳にする。

　だが、アステラが気を遣えたのはそこまでだ。

「っっ……!!!」

　苦しくて、違和感があって、なのにアステラの胎はそれを喜んで迎え入れていた。

　指と舌で上らされた高みから、降りて来られない。

「あ、なん、だ、や、あっ止まらな……んぁっ……！」

「お前、才能、あるかもね。食い千切られそ……っ」

「それ、あ、やっ……また、ひぁあっ!?」

　未知の惑乱と享楽に涙をこぼすアステラの目元に唇を寄せながらも、リュヴィニは再び腰を動かし始めた。

　アステラは反応した箇所を重点的に突き上げられ、甲高く声を上げるしかない。

　先ほどまで未通だったとは思えないほど、アステラの媚肉は貪欲にリュヴィニの楔へと絡みつく。

　何より、体の何かが餓えている。もっと、もっと。欲しい。

　自分でも制御できない衝動と快楽に埋め尽くされて、アステラは混乱しながらもリュヴィニにしがみついた。

　こらえるように汗をにじませていたリュヴィニが、腑に落ちたようにつぶやいた。

「ああ、なるほど、足りないものを、無意識に、理解してるのか」

「ひ、あぁ、あ」

　リュヴィニの言葉が理解できない。

　肌と肌がぶつかり合う音がだんだん激しくなっていく中で、アステラは今までに感じたことのない熱い衝動がせり上がってくるのを感じていた。

　呑み込まれてしまえば、戻ってこられなく、なる。

　アステラが朦朧としながらもわずかに身をすくめませると、それを悟ったように、リュヴィニに頬を取られた。

　欲望の紅い瞳に射貫かれる。

「イけ」

　感じやすくなっていた場所を、がつん、とひときわ深く抉られた。

　とたん、アステラはなすすべもなく悦楽の濁流に呑み込まれた。

　媚肉が大きくうねり、受け入れたものを根元からしごき上げる。ひときわ膨らんだ楔が最奥ではじけ、無防備になった器に注がれていった。

　それを貪欲に呑み込んだアステラは、その刺激でまた高みに上ってのけぞった。

「……ッッ────!!!」

　視界が真っ白に染まる。息がうまく吸えず、はくはくと喘ぐ。

　リュヴィニにしがみついていた腕がシーツに投げ出された。

　体の奥の空っぽだった部分が満たされていくのを感じる。

　魔力を注がれたのだと、ぐったりとベッドに横たわったアステラは、かすかに戻りかけた理性で礼を口にしようとする。

　しかし、アステラの中で硬度を保ったままの楔が、ぐっと奥を突き上げてきた。

　膨らんだ笠の部分が感じるところを抉り、まだ余韻から醒めていないアステラはまた軽く達する。

「んぁ!?　ひ、あ、っなんで……っ」

「お前の魔力、全然足りてないだろう？　満たされるまで、注いであげるよ」

「ふぁ、や、今いっしょに、いじったら、ぁ……ッッ!!」

　リュヴィニは楽しげにちろり、と唇を舐めた。手で乳房とその頂を責め立てられと、アステラはたまりかねて体をくねらせる。

　再び、蜜壺が新たな刺激を求めるように中の楔を締めつけた。

「そのまま、俺に溺れなよ、……アステラ」

　何もかもが溶け崩れていきそうな快楽に呑まれ、アステラが最後に聞いたのは艶を帯びたリュヴィニの声だった。
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　夢魔リュヴィニは、朝日が薄く差し込む室内で、獲物が目覚めるのを手ぐすねを引くように待ち構えていた。

　リュヴィニも久々に張り切ったため仮眠を取ったものの、人間ほど休息は必要ない。

　ベッドの上で己の傍らに横たわるのは、昨夜思う存分味わった騎士の女、アステラだ。

　ヘーゼル色の、女としては短い髪をシーツに散らばらせ、豊かな胸が呼吸と共に上下する。健康的な肌色に覆われた肢体は騎士らしくしっかりと引き締まっていたが、リュヴィニに応じて柔軟に艶めかしく絡むことを知っている。

　しっとりとした張りのある、なめし革のような肌はなかなか触っていて楽しかった。

　処女らしく初めての快楽に戸惑いながらも、いじらしくリュヴィニを受け入れようとするのもぐっとくる。

　魔法騎士などという、魔族が数少なく脅威を覚える存在にもかかわらず、リュヴィニに縋すがり、悦楽に惑乱するさまは、充分すぎるほど楽しめた。

　しかも、たった一口、口づけただけでわかるほど思った以上の甘露だったのだ。甘ったるすぎず、雑味もなく、いくらでも味わっていられそうだ。

　食事など飽きたと思っていた自分が、久々に本腰を入れて調理をするくらいには。

　夢魔として魔界に生じて二百数十年。魔族の中でも実力者であるリュヴィニは、夢魔としての能力も一流だ。同族からは夢魔の長とされているが、興味はない。たいていの人間はもちろん、同族ですら少し本気を出せば陥落させられる。

　生まれてからしばらくは存分に楽しんでいたが、あまりにも簡単に己に溺れて縋ってくるため、すぐに飽きた。

　今では退屈と空腹を紛らわせたくなったときに、召喚に応じる程度だ。

　アステラが使った召喚陣も、気紛れで人間に教えたものの一つだ。

　応じるも応じないもそのときの気分次第。

　今回は、漂ってきた極上の魔力の香りに惹かれて応じたのである。

　魔が差した、と言っていいかもしれない。

　そのせいで、うっかり従属の呪いを受けてしまったが別にいい。思った以上においしかったし、何より魔法騎士を味わえる機会なんて滅多にないのだ。

　アステラの意思はなかなかに強固で、それを突き崩すのにはてこずったが、それすら昂ぶった。禁欲的で精悍な彼女が、己の手で淫蕩に乱れるのはひどくそそった。

『私はまだ、騎士でいなければならない。だから一番確実で手っ取り早い方法をとったんだ』

　まっすぐな灰色の瞳で鮮やかに、清々しく言い放ったアステラの言葉が蘇る。

　要求の仕方はおかしかったが、彼女は一寸たりともリュヴィニに油断しなかった。

　リュヴィニは、暇潰しにアステラが召喚に使った魔道書をめくる。載っているのはかつてリュヴィニが教えた通りの召喚陣だけで、身を守るための守護の方法など書いていない。人間が疑問を持たないよう、リュヴィニがそうしたのだ。だがこの魔法騎士は、その罠に気づき独自に召喚した悪魔を閉じ込める魔法を組み込んでいた。

　さらに断れないよう縛り上げ、容赦なく従属の呪いをかけた手腕は見事と言っていい。

　リュヴィニは、アステラの誠実さと実直さの中に、冷徹なまでの強固な意志を感じた。

　ほんの少し、彼女が騎士にこだわる理由が引っかかったが、

「まあ、でもきっと彼女は教えてくれないだろうねえ」

　楽しく笑みをこぼしながら独りごちた。

　何せ、己が腕によりをかけて、何も知らなかった体に教え込んだのだ。

　人にはすぎるだろう快楽を。ぐずぐずに蕩けて何もわからなくなるように、それだけを求めずにはいられないほどの強烈な快楽をだ。

　リュヴィニは知っている。人間がどれだけ快楽に弱いかを。一度知った味を手放すことなんてできるはずがない。

　ましてや彼女は、昨夜まで処女。まったく知らなかったものを教え込まれて正気でいられるわけがない。

　それだけの技術があると、リュヴィニは自負していた。

　眼前に跪き、見事な騎士の礼をしたアステラの、灰色の瞳と強さを思い出す。

　欲もなく、リュヴィニをさげすむでもなく、ただ、まっすぐ助力を願われた。その清らかさと誠実な態度は、何度も召喚に応じたリュヴィニですら、初めて遭遇したものだった。

　そう、うっかり、油断してしまうくらいには、見惚れた。

　面白い、と感じたのも事実ではあるし、しばらく退屈しないと思ったのも本当。

　だが、たとえ自分の失態でも、自由と尊厳を踏みにじられるのは、誇り高いリュヴィニには我慢ならなかった。誰かに従うことなどもってのほかだ。

　だからリュヴィニも容赦はしない。

　再びあの快楽を味わいたいと、跪き、縋って、火照る体をもてあましながら懇願すれば、自分が飽きるまでは慈悲をやろう。何せ、体の相性はよかったうえ、教え甲斐があったので。

　従属の呪いなんてものは、主が自ら願えば存在しないも同然だ。

　そんなふうにほくそ笑むリュヴィニの視線の先で、アステラの瞼が震える。

　意外と早かったなと、かすかに驚く。

　昨夜、リュヴィニは自分が満足するまで付き合わせたのだ。普通の人間の女であれば、まともに動けないくらいには。彼女とて最後は意識を失うようにベッドに崩れ落ちていた。そのあたりはさすがに魔法騎士だけあるのだろう。

　眠っている間は、厳格な精悍さがやわらぎ、年齢よりもあどけなく見える。

「う、」

　茫洋とした灰色の瞳が、覗き込むリュヴィニに焦点が合っていく。

「おはよう、早いね。ご主人様？」

「…………リュー？」

　誰かと理解して、あどけなくリュヴィニに呼びかけたアステラに、甘やかに微笑みかけてみせる。

　さあ、どんな反応をするだろうか。

　昨夜の出来事を思い出して顔を赤らめるだろうか？　それとも情欲に濡れた眼差しになるだろうか？　体に刻まれた変化に戸惑い、助けを求めてくるだろうか？

　そのどれでも面白い。手に落ちて来るのならば、愛でてあげよう。

　リュヴィニは、胸に手を当てて、呆然としているアステラへ、優しく腕を回そうとした。

「体は、大丈夫かい？　昨日は激しくして……」

　だがしかし、リュヴィニの腕は、アステラが突然身を起こしたことで虚空をさまようことになる。

　腹筋だけで起き上がった彼女は、両手を確かめるように開閉した。

　そして一通り満足すると、面食らうリュヴィニに向けて抑えきれないとばかりに嬉しげに笑った。

　けれど、その笑顔は、自分が予想していた恥じらいを含んだものではなく、溌はつ剌らつとした健康的なものだった。

「リュー！　魔力が足りている！」

「え、ああ、うん。あれだけ注げばね」

「こんなに体が軽いのは久しぶりだっ！　すごいなあなたは！　さすが夢魔だ！」

　屈託のないまっすぐな賞賛の言葉に、リュヴィニは面食らって硬直する。

　その間に、アステラは全裸のままあっさりとベッドから立ち上がると、クローゼットから新たな服を取り出し始めたのだ。

「えっ、お前？」

「朝の鍛錬をしてくるっ。あなたはゆっくりしていてくれ。風呂は部屋を出て右の扉だ。何もないが、家の中では自由にしてくれてかまわないからっ」

「はっ、え？」

　我に返ったリュヴィニが起き上がって止める前に、扉へ手をかけたアステラは、こちらへ向けてはじけるように笑いかけた。

「本当にありがとうっ！」

　ダメ押しのように軽く手を振り、アステラは部屋から出て行く。

　一人、部屋に残されたリュヴィニは呆然とベッドに座り込んだ。

　彼女は一切、リュヴィニに色を向けなかった。

　こらえているわけでもない。ふりでもない。全身全霊でリュヴィニが蕩かしたというのに、あっさりと受け流して、鍛錬を優先したのだ。あの、女は！

　だんだんと状況を理解していくにつれ、ついぞ感じたことのない昂揚にリュヴィニは、笑った。

「くふっ……あははっなんだ、あれっ……！」

　もはや笑うしかない。

　ならば、この腹の底から荒れ狂うような勢いで湧き上がる衝動は、なんなのだ。

　こんな感情、味わったことがない。だからそれを、自分が知る一番近い感情、悔しさと腹立たしさと定義する。

　今まで培ってきた技術が、完膚なきまでに通じなかった。

　己が容赦なく蹂躙したというのに、むしろ魔力を注いでくれたと感謝されたのだ。

　彼女にとって、リュヴィニの行為は必要なことを完遂してくれたというだけなのだ。

　込み上げる笑いに身を任せていたリュヴィニは、シーツに残る、彼女の残滓である赤が目に留まる。

　わずかに、胸の奥に痛みが走った気がしたが、奥底に沈めた。

　ともかくリュヴィニの矜持はずたぼろである。

　それでも、認めるしかない。己はアステラに負けたのだ。

　だが、彼女の魔力の枯渇は恒常的なもので、これからもリュヴィニを頼らねばならない。

　使い魔でいる限りは、やり返す機会などいくらでもあるのだ。

　長期戦、上等じゃないか。圧倒的に有利なのは自分である。

　はじけるような彼女の笑顔が脳裏に焼きつく中で、リュヴィニは紅い目を据わらせた。

「ぜったいに、落とす」

　どうせ長い生だ。使い魔くらいしてやるのもいい暇潰しになりそうだ。

「使い魔なんてしたことはないが、この俺だよ？　やってやろうじゃないか」

　決意をつぶやいたリュヴィニは、まずは身繕いからだと教えられた風呂場へと向かった。








第二章　魔法騎士と夢魔の日常






　朝の鍛錬を爽快に終えたアステラがまずしたのは、リュヴィニと共に暮らしていくための話し合いだった。

　彼は、明るい部屋で見ると、この部屋にそぐわないほど美しかった。ただ、その顔はむっすりとしていて不機嫌そうだ。

　身仕度を整えたアステラは、やはり彼の矜持はこの状態を気に入らないのだろうなあと思いつつ、彼の主張に耳を傾けた。

「先に言っとくけど、俺だって無尽蔵に魔力が出せるわけじゃない。今回みたいに空っぽなところに注ぎ込むのなら、俺にもいい思いをさせてくれないと無理だよ」

「うん、それはわかった。あなたは性行為で魔力を回復できるんだったな。それで大丈夫だろうか」

「まあ、そうだね。昨日みたいなことを定期的にさせてもらえればいい」

　少々覚悟も必要だが、それくらいだったらなんとかなりそうだ。

「それで、どうやって俺を連れて歩くつもり？」

　ほっとしつつ、密かに覚悟を決めていたアステラは、ふてくされた調子で問いかけてきたリュヴィニを不思議に思った。

「仕事場にあなたを連れて行くつもりはないが？」

「……使い魔を連れ歩かないってどういうこと」

「あなたに願ったのは魔力の供給だけだから、それに応じてくれれば、好きにしてくれてかまわない。外を出歩くのであれば人のふりをしていただきたくはあるが、それくらいだ」

　リュヴィニの顔にどんどん険しさが増していくのに、アステラも困ってしまう。

　何か、おかしいことを言っただろうか。

　少し考えたアステラは、ぽんと手を叩いた。

「あ、そうだな。生活用品も必要だな。私も今日はお休みだから買いに行こう」

　リュヴィニの服は昨日と同じ古風な衣装だ。とてもよく似合っているが、出歩くには目立ちすぎて不都合だろう。アステラの服では入らないだろうから、男物が必要である。

「空き部屋をあなたの部屋にするとして、そうだ、給料は……」

「お前、使い魔をヒモと勘違いしてない!?」

　声を荒らげ身を乗り出すリュヴィニに、アステラはのけぞった。

「いや、使い魔を持つのも初めてだから、使用人の待遇を参考にしていたのだが……ヒモのほうがよいのだろうか」

「そういう意味じゃないっ。お前に心配されなくったって自分のことくらい自分で面倒見られるよ」

「そうか。ではほかに何をすればいいだろうか。私は悪魔を迎え入れるような経験がなくて、教えてくれたら嬉しい」

「そりゃ、召喚することなんてめったにないだろうけどさぁ……！」

　神妙にアステラが願うと、リュヴィニは歯ぎしりをせんばかりの形相で頭を抱えている。

　思いつきで行動してしまったがゆえの弊害に、アステラは申し訳なくなる。

　リュヴィニはしばらく唸っていたかと思うと、ゆっくりと紅い目をこちらに向けた。

「とりあえず、俺たちは自分たちのことを魔族と称してる。そっちで呼んで」

「わかった、魔族だな」

「あとね、今俺はお前に命を握られてる状態なの。目の届かない場所にいられると落ち着かないんだ。従属の呪いのせいで、お前が死ねば今の俺も道連れになるんだからね」

　そこまでは思いいたらず、アステラは灰色の瞳を瞬いた。彼が、どうやって自分を連れ歩くかと質問してきた理由を理解する。

　落ち着かないのは当然だと、連れ歩く方法を考え始めた。

「なるほど。遠征先によっては連れて行けるだろうが、騎士団内はむしろ悪魔にとっては私の側にいるより居心地が悪いのではないか？　何よりあなたはとても目立つからな」

　日の光に照らされて輝くような黒髪と、男でもくらりときそうな艶やかな唇を持った夢魔をしげしげと観察する。このような美貌の青年がいたら、たとえ人間だったとしても淫魔として断罪されそうだ。

　アステラが考えたことがわかったのだろうか、リュヴィニは肩をすくめた。

「魔法騎士でも俺の変装を見破らせない自信があるけれど、目立つのは理解できるよ。だからどうしても長く離れるときや、魔力を多く使う可能性があるときは、お前の影に潜ませてくれないかな」

　影に潜むと聞き、アステラは驚いた。形ある物を形ない物に溶け込ませる魔法はいくつかある。空間の狭間に潜り込み、彼我の距離を縮める転移魔法もその一つだ。だがしかし、それはとてつもなく高度な魔法で、気軽にできるものではない。

「さすが魔族だなぁ。私は転移魔法は使えなくもないが、ずっと潜み続けるなんてできないぞ。影の中に入っているときは、周囲の様子はわかるのだろうか？」

「そりゃあ、お前の影の内に意識を潜り込ませてるのだから、見ようと思えば見えるね」

「なら私が魔力が足りないと思ったときは出てきてもらえるように、合図を決めるのはどうだろう。そうすれば、いつでもわかるだろう？」

　アステラが提案すると、リュヴィニは再び柳眉を顰めた。お互いにとって利点になると思っての提案だったのだが、何か気に障ることがあっただろうか。

「……お前がいいのならかまわないけど、四六時中俺に監視されているのと変わらないんだよ？」

「だが、あなたは安心できるのだろう？　主としては使い魔が満足に働けるようにすべきだ。私が今一番必要なのはあなたの魔力で、魔力は肉体と精神状態両方に左右されるのだから」

　不安にさせて、リュヴィニの魔力の回復が衰えるのは一番困ることである。

　アステラが真剣に言い募ると、彼は恐ろしく承服しがたい顔をしながらも引き下がった。

「わかったよ。だけど、お前の私的な場所には立ち入らないとは約束する」

「……いいのか？」

「むしろなんで命じないの。合図のときだけ顔を出せって。お前はこの俺を従えたんだよ。魔力を渡す以外になんにもできないなんて思われるのは業腹だ。それくらいの配慮はするさ」

　そういう考え方もあるのかと、アステラは目から鱗が落ちた気分だった。

　すでにリュヴィニには魔力をもらう、という一番の望みを叶えてもらえている。だから、それ以上に望むつもりはなかった。

　しかし彼は紅い瞳に妖しい色を帯びさせてアステラを覗き込む。

「それにこのままだと、お前が命じたこと以外は自由にしていいと解釈するよ？」

　その声に宿る本気の色に、彼の手綱を握るのは己なのだと、もう一度肝に銘じる。

　アステラはしばし考えたあと、口を開いた。

「わかった。ではまず、私には嘘をつかないで欲しい」

「妥当だね」

「次に、外では絶対に魔族だとバレないようにして欲しい。これはあなたのためでもある。それから私の使い魔をしている間は、人間に危害を加えないでくれ。命を奪うのはだめだ。難しいことになる」

「うんうん。なかなからしくなってきたじゃないか。ほかには」

「あとは、そうだな。仕事のあとはとても疲れているから、簡単に食べられるものを調達して置いてくれないだろうか。資金はこちらで用意しておく」

「……ん？」

　腕を組んで満足そうに頷いていたリュヴィニが止まる。だがアステラは「頼むべきこと」を考えるのに夢中で気づかない。

「あっ、時々隣のウェンディおばさんが汚れた服を取りに来てくれるから、まとめてかごに置いておく。そのままにしてくれ。あとは、ご近所にすごく詮索されるだろうけれども、私の評判は元々あんまりよくないから気にしなくていい。ただ、居心地が悪い思いをするかもしれないのは許して欲しい。あと、掃除は休みに頑張ってやるが、あんまり行き届かないだろうから、我慢を強いてしまうかもしれない」

　あとはなんだっただろうか。愛剣には近づいてもらいたくないことくらいだろうか。

「あとは、思いついたらにしてもいいだろう、か？」

「お前、やっぱり俺を使用人か何かだと思ってるだろう？」

　ものすごくげんなりとした顔をしているリュヴィニに、アステラは首をかしげた。

「これから一緒に暮らしていくのだから、私が快適に過ごせるようにという望みだったんだが。それに、一緒に暮らす相手が不快な思いをしているのは、私も嫌だからな」

「……もういいや、わかった。全力でやってやろうじゃないか。お前のどっちの腹も満たしてあげるよ」

　恐ろしく据わった目でそう言うリュヴィニにきょとんとするしかない。

　そのように、リュヴィニと暮らすことが決まりアステラは仕事に復帰した。




　当然、アステラの事情を知っているユエに魔力が正常値に戻ったことを知られ、大いに疑われた。人の耳のないところで根掘り葉掘り聞かれたが、アステラは頑張ってはぐらかした。

　悪魔を召喚したことが隠すべき事柄なのは、理解している。それにフェロウ国の悪魔狩りは苛烈だ。悪魔が出現すれば周辺国へと救援の手を差し伸べるフェロウは、内にある悪こそ許さない。万が一アステラが捕まったときに、事情を知らせてユエにまで累が及ぶのは避けたかったのだ。

　だが、やはりユエに疑念を抱かせてしまったようだ。

「ねえ、まさかアス……」

「大丈夫だ、マグイト王や騎士ジーグをはじめとした有名な英雄も、一人でことを成したわけじゃない。私にそう諭してくれたのはユエだろう」

　ゆっくりとそれだけは明言すると、ユエはじっとアステラの瞳を見つめる。

　その中に自分と同じ感情があるかどうかを探る彼女を、アステラは正面から受け止める。なぜなら〝そのこと〟については、まったく偽りはないからだ。

　ユエは不承不承ながら、上げていた腰を椅子に戻す。

「そこを、わかってくれているのならいいわ。私も覚えめでたく王族を直接診療できるようになった」

「それはおめでとう。優秀な魔法医師だものな」

「『女の』医師だから、繊細な部分を話しやすいのよ。……もう少し近づけるよう、手を回すわ」

　ユエの声がほんの少しだけ、暗くなる。何があったか聞きたくなったが、アステラはぐっとこらえた。自分が言えないことを抱えている身、というのもある。だが共有しないことが自分たちの目的に必要だと、ユエは判断したのだ。悪魔よりも狡猾で陰惨な宮廷内に深く入り込んでいる彼女のほうが、言えないことはたくさんあるのだろう。

「わかった、こちらでも準備しておく」

　だからアステラは、ユエにそう返すことで、彼女の配慮をくみ取ったのだ。




　そういうわけで、表向きアステラは魔法騎士の日常に戻ったのだが、やはり変わったことはいくつかあった。

　たとえば、魔力の使い方。

　鍛錬で確かめたが、以前と同様に魔法を使うこと自体は問題ないようである。

　だが、あれだけ注がれても、魔力は徐々に目減りしていく。魔力が減る速度が速いために、長期戦を行うのが難しくなった。戦い方を変えるために試行錯誤する日々だ。

　次に魔力の補給という新しい習慣が増えた。

　魔力が足りない気配がすると、物陰に隠れて、リュヴィニを呼び出すようになった。

　さらにリュヴィニの魔力を受け入れるために、週に一度ほど抱かれるようになったのだ。

　一夜で何度もするのは初めてのあの日だけで、今はさほど激しくなく、アステラはほっとした。疲れることはないが、意識を失うのはなるべく避けたかったのである。それでも、魔力が足りなくなっても、補填してもらえるというのは安心感がかなり違う。

　さらに言えば、アステラには一番の誤算があった。




　アステラが自分の家に帰ると、ふんわりといい匂いが漂ってくる。

　温かくて、おいしいものの気配だ。

　誘われるようにふらふらと台所のほうへ行くと、夜色の髪を一つにまとめ上げた美しい青年が、火にかけた鍋の様子を見ていた。

　今の彼は簡素なシャツとズボンの上に、エプロンをつけている。貴族のように気品ある美貌にもかかわらず、庶民的なその姿は不思議としっくりときていた。

　彼が身につけている衣服は、いつの間にか彼自身が調達していたものだ。もちろんアステラが都合しようとしたのだが、「自分の美学に反する」とすべて切り捨てられた。

　鍋の中身をゆっくりとかき混ぜていたリュヴィニが、紅い目をこちらに向けた。

「さっきぶりだね、アステラ。体調はどう？」

「あなたのおかげで、問題ない」

　言ったアステラの腹がぐう、と主張した。自分の音で空腹を思い出してしまう。

　うっと腹を押さえると、リュヴィニが思わずといったふうに吹き出した。

「ほら、手を洗って着替えてきなよ。準備できてるからね」

「う、うん」

　こくんと頷いたアステラは、いそいそと自室に戻っていった。

　普段着にしているシャツとズボンに着替えてくると、テーブルには肉団子のたっぷり入ったスープとこんがりと焼かれたパン、サラダが準備されている。

　そうして、椅子の背に脱いだエプロンをかけたリュヴィニが待っていた。

　彼の向かいの席に座ったアステラは、いそいそと準備されていたフォークとスプーンを取る。

「いただきます」

　精一杯神妙に食前の挨拶をすると、半透明のスープに浮かぶ肉団子をフォークで切り分け、口に運ぶ。

　とたん、スープを含んだ肉汁が口の中いっぱいに広がり、そのまま喉を滑り落ちて胃の腑に染み渡った。使われているスパイスが、いいアクセントになっている。

　アステラは自分の顔がふにゃり、と緩むのがわかった。

　さらに、ほかほかにあぶり直されたパンをちぎって咀嚼すれば、もう止まらない。

　時々サラダで箸休めをしつつ、もくもくとスープとパンを腹に収めていく。ふと、前を見ると、頬杖をついたリュヴィニにからかいを含んだ眼差しで眺められていた。

「本当に、よく食べるねえ」

「うん、私は食べれば、だいたい魔力が回復できるから」

　魔力の回復方法は、人それぞれだ。主に睡眠と食事、安静が主流である。その中でアステラは食べることでより魔力を回復できた。

「あなたに魔力を供給してもらう前は、食べても食べても足りなくて、食事を楽しむ余裕がなかったから、嬉しい」

「だから、初めに俺に買い出しを頼んだの？」

　リュヴィニの問いにアステラは頷いた。リュヴィニだけに魔力の供給を依存する気はなかったからだ。ただ、今は違う。

「あなたの料理がおいしいから、いつもより食が進んでいる自覚はある」

　おかわりを自分でよそりつつアステラが語ると、リュヴィニは少し面食らった様子で瞬きをする。ただ、すぐに深くため息をついた。

「そりゃあね、パンに加工肉と切ったチーズを挟んだだけのものよりは、俺の料理のほうがうまいだろうよ」

「量は食べるが、食べ物にはあんまり頓着はしてなかったんだ。食べることがこんなに幸せなことだと久々に思い出したんだ。それにあなたが来てからすごく変わった」

　そう言ったアステラは室内を見渡した。一人のときは、パン屋のパンや屋台で購入した総菜で過ごしていたため、台所は埃を被っていた。

　しかし今は、きれいに整頓され調理器具もそろえられており、保管庫にはいつでも豊富に食材がつまっている。

　その変化は家のいたるところに及んでいた。

　部屋は隅々まで掃除されているし、アステラの眠るベッドはいつだってきちんと整えられている。シャツだってきれいにアイロンまでかけられていた。

　さらに言えば、眼前に座るリュヴィニはあの仰々しい古風な服装ではなく、フェロウ国では一般的な服装に身を包んでいる。その姿の麗しさはともかく、この家に浮かない程度にはなじんでいた。

「私の生活が改善したのを、ご近所さんはメイドを雇ったからだと思っているし。それは、あなたが魔法を使っているのだろう？」

「そりゃあ、清廉潔白な女騎士様にヒモがついてたら噂になるだろう？　俺はできる魔族なんだ。人の認識を少しずらすくらいわけないよ」

　すまし顔のリュヴィニが、自分の分のスープを口にしながら答えた。

　が、彼が言ったことだけが真実ではないと、アステラは知っている。

「うん、ありがたい。……ただ、こういったことまでしてくれるとは思ってなかった。あなたは傅かしずかれる側だろうと感じていたから」

「その通りだよ。今までの召喚者だって、俺に傅いて奉仕をするのを喜びにしていたくらいなんだから。俺におさんどんなんてやらせるのはお前くらいだ」

「とてもすまない」

　らしくないことをさせている自覚はあるため、アステラが謝罪を口にすると、リュヴィニは不機嫌そうに眉を寄せた。

「普段やらないだけで、できないわけじゃない。召喚者の願望を満たすのが夢魔だからね。望むのだったら網羅するものだし、暇潰しに覚えたりするさ。その証拠に、不足なんて何一つなかっただろう？」

「それどころか、あなたのおかげで、家に帰るのがとても楽しい」

　この部屋は眠りに帰るためだけの場所だと思っていた。けれど、リュヴィニが来て数週間、今ではどんなご飯が待っているか想像しながら帰るのが日課になっていた。

　何より、家に誰かが待っている、というのはなんだか温かいものなのだと思い出したのである。

　同時に、アステラの脳裏では鮮烈な赤い炎がちらついている。燃える匂いも抱いた感情も、忘れていない。

　なんのためにこうしているかを確認しつつも、ふと母にいつも注意されていた言葉を言っていないと思い出した。

「そうだ、リュー、ただいま」

　忘れていたそれをアステラが告げる。ほわりと心がくすぐったくなる。

　リュヴィニはかすかに紅い目を見開いたあと、むすりと口をつぐんで視線をそらした。

　アステラは慣れ慣れしすぎたかと少し後悔しつつ、ちぎったパンを咀嚼する。

　リュヴィニの言動やその魔力の量から、彼が魔族の中ではかなりの実力者であることは察していた。そのため、接触は最低限にして、本当に必要なときにだけ呼び出す気でいたのだ。

　だからアステラも、まだ彼との距離の取り方を計りかねている。

　しかし、この食事を手放すのは非常に惜しいというくらいには、胃袋を捕まれていたのである。

　どうするべきかと悩みつつ、アステラがもう一度スープをおかわりすると、リュヴィニががたりと椅子引いて立ち上がった。

「……ワイン、飲む？」

「あるのか！」

　アステラがぱあっと表情を輝かせて身を乗り出すと、リュヴィニは棚からグラスとワインを取り出し持ってくる。

　いそいそとグラスを受け取ったが、なかなか注いでくれない。

　じらされたアステラがしょんぼりしていると、リュヴィニはずい、と半眼で見つめてきた。

「飲みたかったら、俺の質問に答えてくれる？」

「ものによるが……」

　アステラが慎重に応じると、リュヴィニは剣呑な表情で詰問してきた。

「お前の仕事量、いったいなんなの」

「うん？」

　ワインを楽しむ口になっていたため、ひとまずサラダをついばんでいたアステラはきょとんとした。

「私の仕事がどうかしただろうか」

「どうしたもこうしたもないって！　復帰してから達成した任務を言ってみなよ！」

「と、言っても……ダークボアの間引きに、山賊と盗賊の討伐が二……ああ三件か。あとはサラマンダー種に、ガーゴイルに、アンデット種の群れはちょっとてこずったな。あとは下級悪魔をとうば……あ」

　指折り数えたアステラはそこで、ようやく気づいた。

「すまない、あなたの同胞を切った」

「あんな小物、同胞ってひと括りにされるのも不愉快だし、そもそも別種族だし、そんなの弱かった本人のせいだから心底どうでもいい」

　冷徹なまでに醒めた反応に、アステラは面食らう。確かに任務中に遭遇する悪魔はたいてい単独行動だった。リュヴィニのそれが、実際の魔族の同胞に対する感覚なのだろう。

　だが、ならば何に対しての苛立ちかと思っていると、ずいと秀麗な顔に迫られた。

「俺が言いたいのは、お前の仕事が多すぎるってこと」

「いや、それが私の、仕事だから、としか」

「それが全部、ほかのやつらから押しつけられた仕事ってことでもかい」

　アステラは、リュヴィニの表情にある怒りと苛立ちに目を丸くする。

　おそらく、影を通して、アステラと騎士団内の隊員たちとのやり取りをのぞき見ていたのだろう。そういうことができると、彼はきちんと言っていた。

　それくらいは問題ないのだが、実際こうして指摘されて少々気恥ずかしいものなのだとようやく実感する。

　だがしかし、どう答えたものかと考えているうちに、リュヴィニはいらいらと続けた。

「お前がわかっていないのなら、教えてあげるよ。あの男どもは自分が楽をしたいがために、あるいは嫌がらせをしたいから、仕事を割り振っているんだよ。お前のほうが偉いのに、ほいほい請け負っているからアイツらもつけあがっているんだ」

　怒りを滾らせる彼に、アステラは曖昧な表情を浮かべるしかない。

　確かに、アステラは騎士団内に割り振られる任務を、ことあるごとに押しつけられている。この国には王族直属の近衛騎士団と、国防に関する任に就く国立騎士団がある。

　一応アステラは魔法騎士という独立した身分なのだが、それは建前でいろいろ複雑な事情で国立騎士団に所属していた。

　結果、さまざまな場所からやっかみを買っている。

　とはいえ、仕事が多いのはやっかみだけではなく、魔法騎士であるアステラは、立場上どのような任にも就ける。国立騎士団にまで持ち込まれる案件は、たいていが地方の兵士たちでは討伐しがたいものばかりだ。だから組織を超えて動けるアステラに仕事が回って来るのも当然だ。

　それに、仕事を押しつけようとする騎士たちにも理由があるのだ。

　だからそのあたりをリュヴィニに説明しつつ、ほんのちょっぴり苦笑しながらアステラは続けた。

「それはまあ、しょうがない。近衛騎士団でも国立騎士団でも、所属している者は、皆幼い頃から騎士になるために研けん鑽さんを積んだ者たちだ。彼らは王の剣であることを誇りにしている。だからぽっと出の女が、自分より上の地位にいるのが気に入らないのだと思う」

　リュヴィニの言う通り、アステラは騎士団の者たちと折り合いがいいとは言えない。

　普通の騎士でも、魔法は使う。平民でも厳しい訓練を経て選抜されれば、騎士になれる。だから地方の魔力自慢の少年たちが、入団審査を受けるのは手っ取り早い出世の道になっている。若干名だが、女性騎士もいないことはない。しかし騎士爵や騎士の子供たちより先に出世するのは稀だ。

　さらに、魔法騎士は単騎で悪魔を討伐するほどの戦闘力を有していなければ、任命されない。いわば別格である証しだ。

　その頂に達するには、騎士たちが幼少の頃から剣の研鑽を積み、寝る間も惜しんで魔法の勉強に励んでもまだ足りない。圧倒的な才能が要求される。

　にもかかわらず、アステラは女でしかもたった二十二歳で魔法騎士になった。地方の村出身の、騎士爵でもなかった娘がだ。

　フェロウ有史以来、女が魔法騎士になったのはアステラが初めてだったらしい。

　本来なら二十歳の時には魔法騎士に足る実力があったが、女を魔法騎士にしてもいいか、二年結論が出なかったほどだ。結局、第二王女のアズレーンがアステラを専属の騎士として選んだことで、「箔づけ」として魔法騎士となった。

　騎士団は男社会だ。だから、異例の早さで出世したアステラにやっかみがあるのは仕方がないと考えていたのだ。

　アステラはそのあたりの機微には頓着がないから、さらりと言ったのだが、リュヴィニは違ったようだ。

「そんなのただの負け犬の遠吠えだよ」

　どこまでも辛辣に、小気味よく両断するリュヴィニに、アステラは灰色の瞳を見開く。

　彼は燃えるような紅い目で、アステラを睨んだ。

「俺は、自分の価値を正当に扱わないやつが嫌いだよ。お前が不当に扱われているのは百歩譲っていいとして」

「あ、そこはいいのか」

　思わず口にすると、さらに眼光鋭く射貫かれる。アステラは大人しく口をつぐんだ。

「当たり前だろう？　俺がつけ入る隙になるんだからね。でも、お前自身が評価しないのは別だ。魔法騎士はただの箔づけで任命されるほどおめでたい職業じゃない。お前は誰よりも魔物を討伐して、無事に帰ってくるんだ。それだけで仕事をお前に押しつけたやつらより遙かに優秀だろうが」

　優秀、という単語が出てくるとは思わず、ぽかんとした。

　アステラの反応など一切頓着せず、苦々しげにリュヴィニは続ける。

「ましてやお前はこの俺を従えているんだよ？　そのお前の強さを作り上げるために払った努力は計り知れないし、力を維持するために俺すら利用する強さも並大抵じゃない。それを、お前自身がたかだが性別で仕方がないと思われる程度のものとして扱うなんて許さない」

　その恐ろしく断固とした主張を最後まで聞いたアステラは、ゆっくりと目を瞬いた。

　アステラはあまり婉曲に伝えるのも得意ではない。つけ足すと、そういうところがほかの騎士たちに敬遠されてしまうのだが。

　怒りに満ちた紅い瞳を見返したアステラは、慎重に問いかけた。

「その、だな。あなたは私をわりと評価してくれているのか」

「はあ？　当たり前だろう!?　じゃなかったら、一時期でも従うとでも？　俺がお前に負けたのは事実だもの。だからこそ、お前には俺に勝っただけの自負は持ってもらわないとむかつく」

　リュヴィニに打てば響く勢いで返されたアステラは、なんだかこそばゆい気分になった。

　確かに、地方出身ではあったが、剣は誰よりも磨いてきた。魔法騎士を志したあとは、苦手だった魔法も寝る間も惜しんで学び、究めた。騎士の作法も必要だと言われれば完璧になるまで練習した。どれだけ周囲から女には無理だと言われても、耳を貸す暇もないほど努力を続けたのだ。

　すべて目的のためであり、自分のためだ。誰かに認めてもらうためではない。

　だが彼の言葉は、アステラの胸に優しく染みこんだ。決して優しい言葉ではないのに、肩の力が抜けるような心地になったのだ。

「あなたは高慢だが、まっすぐな方だなあ」

　紅の眼差しが、虚を突かれたように見開かれるが、すぐに不本意とばかりに眉を顰められた。

「高慢ってのは、現実が伴わないやつが思い上がっていることだろう？　俺は能力も容姿も伴っているよ」

「うん、あなたは美しいし強い。それを自信とする姿もまぶしい」

「……俺のこと馬鹿にしてる？」

　ものすごい形相で睨まれるが、アステラは思わず笑みをこぼす。

　リュヴィニの言葉をゆっくりとかみしめながら、答えた。

「いいや。普段とは違う職務でも、全力で取り組む誠実なあなたに評価してもらえるのは、嬉しい」

「……は？」

　リュヴィニにぽかんとされたが、アステラは自分の言葉がしっくりときて、うんうんと頷く。

　その態度に見合うだけの実力があるとはいえ、人から見ればおそらく傲慢と称されるだろう。だが、誇り高い彼だからこそ、負けた事実を素直に認め、そのうえでアステラに従い、望みを叶えようと一切手抜きをせずに行動してくれているのだ。

　自分が望む己たれと、努力を怠らないのだ。その在り方はアステラとは似ているようで、少し違う。

　きっと自分の目に適わなかったものなど、歯牙にもかけない彼が、アステラの事で感情を揺らしている。

　そんな彼の一貫した高慢さというのを、アステラはかなり好ましく思っていた。

　騎士団よりもずっと居心地がいい。

「私はあんまり周囲の評価は気にしていなかったんだが、そうか。好ましい相手に褒められるのはいいものだなあ」

「……夢魔に誠実なんて言葉使うの、お前くらいだよ」

「そうかな？」

　あまり緩ませるとまた怒られそうだったから、ほんのりと唇の端をほころばせるだけに留めた。

　だが彼の質問に答えていないことに思いいたる。答えないとワインがもらえないのだ。

「それで、だが。仕事を押しつけられているのは自覚しているんだが、アレはアレで私に都合がいいんだ」

「どういうこと」

　先ほどまでとは少し違う、硬い表情で問い返してきたリュヴィニに、アステラはすっと笑みを納めた。

「私はできる限り多くの魔物や魔族と戦いたい。できるならばより強い相手と。経験が積みたいんだ」

「今日の任務だって、ほかのやつらに押しつけられて、一番負担が重い場所を受け持っていただろう？　それでも？」

「ああ。……あなたにはひやひやさせてしまうだろうが。私はまだ死なない」

　最後の単語に固い決意を込めると、リュヴィニは無言でアステラを覗き見る。

　そう、アステラはそう簡単には死ぬつもりはない。自分の目的を達成するまでは。

　灰色の瞳で見返すと、先にそらしたのはリュヴィニだった。

　とくとくと、赤い液体がグラスに注がれていく。

「まあ、俺を召喚するくらいだから、そうなのだろうけど。……死ぬ前にはちゃんと従属の呪い解除してよね」

「わかった。善処する」

　精一杯まじめに頷くと、リュヴィニにはため息をつかれた。

　ようやくありつけるワインを嬉々として傾けたアステラだったが、その疲れた様子に少し心配になる。

「リュー大丈夫か？　以前もソファで休んでいたことがあるだろう。やはり慣れないことで疲れるか」

「……別に好きでやってるし、こういうのも嫌いじゃないから。そのときのことは忘れて」

「わ、わかった？」

　さらに頭が痛そうにされたため、アステラは素直に頷いた。

　けれど、また向かいに座ったリュヴィニにさりげなく持ち出される。

「お前、応急処置はしたけど、足りないだろう？」

　何が、は語られなかった。けれど明確にわかるそれ。

　彼をとても好ましいとは感じても、妖しい紅い瞳は、アステラを取り込もうと虎視眈々と狙っている。隙を見せれば、きっとあっという間に呑み込まれるだろう。

　だがそれでも、アステラは彼を頼らないという選択肢はない。

　少しだけ、スープをすくう手を止めて彼を見ると、艶を帯びた秀麗な美貌が微笑んでいる。

「ご飯食べ終わったら、湯浴みしておいで」

「……うん」

　頷いたアステラは、ワインをこくりと嚥下する。

　先ほどはおいしいと思った酒精が、うまく感じられなくなっていた。
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　リュヴィニには怒られたが、アステラは本当に自分の評価を気にしていなかった。

　何せそういう場所だとわかっていて飛び込んだのだから。

　自分の目的は、多くの民を助けるためでも、国に奉仕することでもない。忠誠心というものが圧倒的に欠けていると自覚しているのだ。

　騎士に向いていないだろうと考えていたから、ほかの騎士がアステラを嫌悪するのも仕方がないことだと考えていた。

　第二王女アズレーンの手引きのおかげで、存外早く魔法騎士となり、多くの討伐に出られる今の環境を歓迎している。

　魔力不足で一時期は危うかったが、リュヴィニのおかげでそれも脱した。

「騎士アステラ。俺の話を聞いているか」

「はっ」

　ぼんやりしていたアステラは、低い老成した声に対し、背筋を伸ばす。

　家名や身分は関係なく、一個人という建前上、騎士は個人名で呼びかけられる。しかしこれはあくまで慣習で、血統主義のフェロウ国では身分差は歴然と横たわっていた。

　その中で、眼前の執務机の椅子に座っている男は、騎士の矜持を持っている数少ない人物とアステラは知っている。

　フェロウの国立騎士団をまとめる騎士団長、タンドス・ギムソンだ。壮年にさしかかっているが、現在でも現役で、多くの騎士と兵士に慕われている。

　この人が後見人になってくれなければ、魔法騎士どころか、騎士にもなれなかった。だからアステラも、彼の言うことだけは素直に聞くことにしているのだ。

　タンドスは、魔物との戦闘で負った傷が残る顔に、深く皺を刻みながらこちらを見る。

　アステラは今までの話について確認しているのだと理解して口を開いた。

「次の任務は西近郊に根城を持ったオークの群れの討伐ですね。了解しました」

「同行するのは、騎士隊一部隊、計二十名ほどだ。ジョルジュ殿下たっての命で近衛騎士隊が一部隊二十名が追加される。現地で招集している傭兵団も加わるから戦力としては充分だろう」

　言葉とは裏腹にひどく苦々しげなタンドスに、アステラは困った表情を浮かべる。

　その理由がわかっているためだ。

「今回も、配下の兵士が多い近衛騎士隊の隊長が指揮を執るだろう。騎士アステラ、君は彼らの支援という形になるはずだ」

「了解しました。オークの群れへの切り込み役は私が務めましょう」

　彼の意を得たアステラが言葉を引き取ると、タンドスは深いため息をついた。

「……いつもすまない」

「いいえ、騎士タンドス。気にしないでください。また一対多の訓練になりますから。あ、でも出動する騎士団に女騎士はいませんよね？」

　そこだけは気になって質問すると、タンドスの眉間がさらに深くなる。

「それは君にも当てはまるんだがね」

「私は魔法騎士ですから、魔物、悪魔の討伐であれば何があろうとも請け負うのが私の使命です」

　左腰に下げた剣の柄に触れながら言うアステラに、タンドスは低い声で言い募った。

「魔法騎士となったあとも、慣例のまま近衛騎士団に行かず、国立騎士団に残ってくれたことは感謝している。以前よりずっと円滑に討伐任務をこなせるようになったからな」

「近衛は討伐任務が少ないですから。騎士タンドスがここに残ることを許してくださってよかったです。お役に立てているのなら、なお本望」

「ジョルジュ殿下が君を属の騎士に任じようとしたときに『愛人は足りていそうですので、自分は魔物狩りで貢献します』と断ったのは、だいぶ不敬ではあったがな……」

　疲れたようながらもどこか胸がすいたような声音は、かつてギムソン団長と呼んでいた頃の気安さがあり、アステラはにへらと笑ってみせる。

　ジョルジュ第二王子は、可もなく不可もないが国防に関しては無知なため、騎士団の中ではあまり人気がない。さらに女癖の悪さもそれなりに有名だった。

　彼の任命を断れたのは、すでにアズレーンによって魔法騎士となり、ある程度自由裁量をもたらされていたおかげである。ただこれ以降、ジョルジュは断った理由にかこつけて、アステラにさまざまな討伐任務を押しつけてきているのだ。

　やりづらい討伐が多いが、種類が豊富なため、アステラはさほど気にしていない。

　日程も確認し終え、これで話は終わりかと考えていたのだが、タンドスが案じるように言った。

「君が、魔法騎士として優秀なのはわかる。だがこの調子だと、第二王子は竜の討伐ですら、単騎で命じかねないぞ。フェロウには竜の亡骸の上に建国されたという話もあるくらいだからな」

　タンドスの言葉がものの例えだとわかっていたが、アステラは素知らぬ顔で頷いてみせる。

「ならば私は、竜殺しドラゴンスレイヤーと呼ばれた騎士ジーグのように倒してみせましょう」

　きっとあまりに返答が気軽だから、タンドスは冗談だと受け取ったのだろう。呆れ顔で睨んできた。

「しかし、そのジーグにも従騎士はいたぞ。君もすでに魔法騎士となって二年だ。いい加減、引き連れる従騎士を選出しろ」

　アステラは過去何度も持ち出されたそれが本題なのだと悟り、少し困った。

　確かに、騎士には従騎士と呼ばれる、騎士見習いとも言うべき兵士が最低一人はつき従う。騎士一人に従騎士二、三人。その下に一般兵士が十数人指揮下に入るのが標準的な騎士隊となっているくらいだ。

　それは魔法騎士でも変わらない。だがアステラは魔法騎士となって以降、従騎士を選んではおらず、一人で任務に当たっていた。

　しかしタンドスは単独で行動するアステラへ、ことあるごとに従騎士をつけるように打診してきていた。

　けれど返す言葉は決まっている。アステラは肩をすくめて以前と同じ言葉を返す。

「『狩り狂い』の情夫だなんて呼ばれて、嫌がらせをされる人がかわいそうですよ」

　自分を揶揄する単語の一つを口にすると、タンドスの眉間の皺がいっそう深くなる。

「ならば女性騎士を選べばいい。君の従騎士なら喜んで立候補する者が大半だ」

「いいえ、必要ありません。前途ある若者を私に付き合わせて死なせてしまうのは忍びない」

「それは、お前にも言えることだ。まだ若く先がある。生き急ぐな」

『お前』と呼ばれたのは久しぶりだった。アステラは騎士時代にまるで娘のように可愛がられたことを思い出して、少しだけほっこりとする。

　だが、是と答えることはない。誰も巻き込まない。そう決めたのだから。

　アステラががんとして譲らないことがわかったのだろう。タンドスは再び深いため息をつきつつ、眉間の皺をもんだ。

「……せめて、一人従者はつけろ。このままでは連絡事項の伝達すらままならん。お前が選んだのであれば、一般兵だろうが傭兵だろうが文官だろうが手続きをしてやる」

「考えておきます」

「必ずだぞ」

　上司ではあるが、魔法騎士のアステラに騎士団長であるタンドスにできるのは、要請までだ。

　だからアステラは、念を押すタンドスをいつも通りはぐらかしたのだった。
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「では魔法騎士アステラ殿には、先陣を切ってもらおう。何、炎烈の使い手であれば、問題ないだろう」

　オークの群れが根城にしている森の前、今回の部隊長である近衛騎士から予想通りの指示が飛んでくる。

　魔物の討伐には組織的な行動が必要なため、たとえ階級が下の人間でも指揮権が委ねられることが多い。

　アステラは背中に、傭兵たちや一般兵、国立騎士団の部隊から、困惑と哀れみの視線が突き刺さるのを感じる。

　困惑は、傭兵たちからだろう。アステラが魔法騎士だとわかっていても、女である自分が先陣を任されることが不安なのだ。これもまた、いつものことだ。

「わかった。斥せっ候こうに出よう。あなた方は私から合図があったら突入してくれ。そのときには本陣を叩いておく」

　周囲がざわりと騒いだが、アステラはかまわず、動きやすい騎士服の上から革鎧をまとった体に魔法をかけ始めた。魔法騎士はあまり多く鎧を身につけない。むしろ邪魔になることが多いからだ。

　魔力はリュヴィニに注いでもらったばかりだから、充分に使える。

　脳内に魔法式を走らせたとたん、ごう、とアステラの周囲に複数の魔法陣が展開された。

　隠蔽用の消音、迷彩。そして基礎である身体強化。

　一気に三つの魔法を自身にかけたアステラは、軽く地を蹴って彼らから離れた。

　かなりの速度を出しているが、音は最小限に抑えられている。

　普通どれか一つを常時使用するだけでも、並の兵士ではすぐ魔力切れを起こす。だが、これを常時かけ続けながら立ち回るのが、魔法騎士になる第一歩なのだ。

　走りながら、アステラはもう一度敵の事前情報を反芻する。

　オークは、魔物の一種だ。道具を使う知能はあるが、意思の疎通ができるほどの知性はない。だから悪魔よりは討伐難易度は低めとされており、魔法騎士が出張るのは例外案件のみだ。

　今回はその例外だった。オークが最も脅威となるのは、群れたときだ。一定数の個体が集団になると、より強力な個体が出現し、統率をし始める。

　すると組織化されたオークたちは人の村をより効率的に襲い、加速的に個体を増やし始めるのだ。今回の群れも、確認されたあとたった二か月で四つの村と連絡がとれなくなったことで、統率個体が現れたと推定され、魔法騎士……アステラが出動した。

　統率個体を得たオークは、訓練された兵士たちよりも強力だ。

　現地の兵士たちの調査によって、オークたちが根城にしているのは、彼らの侵攻によって全滅した廃村だと判明している。

　オークたちを一匹たりとも逃がさないよう、村周辺の主要な道を兵士たちで押さえておき、一気に叩くのが今回の作戦だ。

　だが、それを成功させるには……と、アステラは森の茂みに身を隠しながら近づいていくと案の定、道にはオーク二体がたむろしていた。

　豚に似た醜い顔をしており、成人男性より少し体格のいい体には粗末な毛皮の腰巻き程度の衣服を身にまとっている。

　言葉は通じず、略奪するしか能力はないが、こと戦闘に関しては狡猾に立ち回る魔物だ。さらに、数の暴力というものも知っている。

　だからアステラは油断しない。

　都合のいいことにオークたちの側にちょうどいい木があった。

『消音』の魔法で足音を消し、『迷彩』によって姿を隠したアステラは、警備をしているオークの真上にある枝まで登る。

　そして、一体が下へさしかかった瞬間、飛び降りた。

　アステラはオークの首に肩車の状態で着地すると、抜き放っていた短剣でその首をかき切る。

　断末魔とも言えぬ呼気を上げて崩れ落ちるオークを蹴って離れ、振り返ろうとしたもう一体のオークに向けて、短剣を投とう擲てきした。

　アステラに気づいて、手に持っていた棍棒を振り被ろうとしたが、その眉間に短剣が突き刺さる。

「ギ、」

　悲鳴を上げかけたオークの首を愛剣で刎ね、息の根を止める。

　アステラは、伝令用の魔法を飛ばしたあと、短剣を回収し速やかに走り始めた。

　同じ魔法を再びかけるには魔力の充填時間が必要だ。消音、迷彩まで充填すれば時間がかかりすぎる。

　そこまで考えたアステラは、身体強化のみを施し直し、同じ要領でほかの道にたむろする監視役も葬った。

　だが、その監視の人数が、事前に偵察で確認されていたよりも多い。

「想定より増えているか。統率個体がいると繁殖効率も高まるらしいが、予想以上だな」

　今連れてきている人数では、殲滅できないかもしれない。

　深く呼吸を繰り返して、魔法の冷却期間を確認したアステラは、己の愛剣を構え直し、さらに奥へと進む。

　そして、村に入る寸前。その入り口に向けて刃を振るった。

　とたん、愛剣を通して生まれた紅蓮の炎がごうと吹きすさぶ。業火は村の大通りを走り、たまたま道路に出ていたオーク数体が、飲み込まれて爆発した。

　異変に気づいたオークたちが、それぞれの家屋から現れるなり、異変の元凶であるアステラに注目する。

　そして、怒りの咆吼を上げて殺到してきた。

　充分に姿を見せつけたあと、アステラはオークの群れへ向けて突っ込んで行った。

　身体強化を施した体躯は、軽々とオークたちの間を駆け抜けすれ違いざまに撫で切りにしていく。そのたびに炎が舞い散りオークたちから悲鳴が上がった。

　アステラが魔法騎士となれた理由である、炎の魔法だ。念じるだけで簡単に火を生じさせ、ありとあらゆるものを燃やし尽くす。

　オークは、自身からしてみれば遙かに小柄なアステラに向けて棍棒を振り下ろそうとした。

　しかし、その鈍器の先にアステラはいない。棍棒は代わりに背後にいた仲間のオークの顔を潰した。

　短絡的で頭に血が上りやすいオークは、たちまち同士討ちを始めた。

　そうやって混乱を引き起こせば、ある程度数は減らせるだろう。ついでに増援が到着するまで周囲の異変に気づかせない陽動になる。

　このまま数を減らそうとアステラは考えた。

　そのとき、風切り音が聞こえ、矢が飛んでくる。

　避けようと横に跳んだが、アステラはちょうど身体強化が切れたタイミングで勢いが足らなかった。

　一本が左太ももを突き刺す。

　着地して振り返ると、民家の屋根の上で弓を構えるオークがいた。

　オークは武器を使う。だが飛び道具まで扱えるようになっているのは誤算だった。

　オークの弓兵は仲間に当たるのもかまわず、遠慮なくアステラへと弓を射かけてくる。

　アステラは、雨のように降り注ぐ弓へ向けて愛剣を振るった。

　ぶわ、と炎が網のように広がり、弓をすべて燃やし尽くす。

　その勢いのまま飛んでいく炎は弓兵を呑み込んだ。

　動くのに邪魔な飛び出た矢を折り捨て、痛覚を遮断する。

　余分に魔力を消費することで冷却期間を無視し、身体強化をかけ直したアステラは、寸前で襲いかかってくるオークの棍棒を受け止めた。

　だが、太ももに刺さった矢のせいで、足の踏ん張りがきかない。そもそもオークの腕力は鍛え上げられた成人男性を超えるのだ。

　数瞬ののちに押し負け、アステラの剣が飛ばされる。

「っ！」

　襲いかかってくるオークには、とっさに魔法で火炎の弾を撃つことで対抗したが、すでにほかのオークたちに囲まれた。

　しかし、オークたちは棍棒を振り下ろすことはせず、にやにやと嘲笑と欲をあらわにして包囲網を狭めてくる。明らかにいたぶろうとする様を、アステラはか細く呼吸を繰り返しながら見つめた。

　オークは基本的に雄しかいない。そのため骨格が似ている他種族の雌を攫って孕ませて繁殖するのだ。

　そして、オークが最も好むのは人間の雌だ。

　アステラが雌だと気づいたオークたちが、殺意よりも性欲が上回ったのだろう。

　人間の男は殺意を持って虐殺し、人間の女には性欲を向けて捕まえる。だから、基本的にオークの討伐には女性を連れて行かない。万が一、捕まれば悲惨だからだ。

　このあたりも、タンドスが苦々しい顔をしていた理由だろう。さすがのアステラもジョルジュ王子は性格が悪いなあと思った。

　ちら、と愛剣が飛ばされたほうを見るが、少々遠い。拾いには行けなそうにない。

　アステラの意識がそれたとたん、オークの一体がアステラの腕を握った。

　初めの一人につられるように、オークたちは一斉にアステラの四肢を押さえつけてきた。

　加減を知らないその力に顔をしかめると、オークは欲に濡れた顔で歯をむき出しにする。

　圧倒的に有利な体格の存在に複数で押さえ込まれれば、アステラでも厳しい。

　こういうこともあるとわかっていたが、さすがに気分が悪い。

　フェロウでは、知能のあるなしで魔物と悪魔を分けているが、根本的には魔力が凝って生じる同じものとされている。だが、このオークは、夜色の髪の男とは大違いだ。

　性交というものは基本子作りなのだから、まあそんなものだろうが、思った以上の不快感だった。

　相手に極上の夢を魅せるのが夢魔の性質なのだから、彼の手が心地よいのは当然と言えば当然だ。だが、何事にもおおざっぱなアステラにも好悪を判断できるほど、丁寧に接してくれたのである。

　アステラが心地よいように、こちらから頼まずとも、ご飯をちゃんと作ってくれるし、世間話もしてくれるし、すごいプロ精神だ。強引に従えたアステラにそこまでしてくれたのだから、やはり感謝したいものである。

　自分の嫌悪を抜いて、表向きは平静に必要なことをこなしてくれる。

　リュヴィニのような人が……人ではないけれど得がたい存在なのだと、アステラは改めて理解した。

　そんなことを考えている間に、誰が一番に犯すかで殴り合いまで始めていたオークも、ようやく決めたらしい。

　アステラの下肢を覆う邪魔なズボンを取り去ろうと手を伸ばしてくる。

　魔力はあとどれくらい使えるだろうかと考えた。

　そのとき、アステラの影から夜が立ち上る。

　よだれを垂らしながら覆い被さっていた、オークの首が飛んだ。

　ぱっと緑色の体液が飛び散る。

　アステラの傍らから、銀色の剣が突き出されていた。

　ぽかんとしている間に、低く艶のある男の声が響く。

「俺のものに手を出すなよ」

　流麗な夜色の髪もそのままに、剣呑な顔をしたリュヴィニが現れていた。

　影の中から出てきた彼は、いつもの長い髪を毛先が肩の位置に見えるほど短くまとめていた。そして実用的なズボンとシャツ、コートを身にまとい、無骨なブーツで足元を固めたうえ、傭兵が身につけるような簡素な皮鎧に包まれている。律儀に外に出るときは人間の振りをする、という約束を守ってくれているのだろう。

　彼ならば、装飾に富んだ儀礼的な剣が似合いそうなものなのに、その手に握るのはアステラが使う剣と変わらぬ実用的なものだった。

　その剣が恐ろしく正確に、アステラの四肢を押さえていたオークの首をたちまち刈り取った。

　アステラが知る騎士の中でも、ほとんど見ない熟練された鋭い技である。

　無造作に剣を携えたリュヴィニが振り返る。

　その顔には苛立ちと同時に、焦燥にも似たもどかしげな色が見えた気がした。

　アステラの体の奥底から、不思議な高揚が湧き上がってくる。

　しかし、自分はそれを深く追求する暇がなかった。

「どうし……っ」

「あ、ごめん。リュー避けてくれ」

「て。うわぁ!?」

　充填された魔力によって、アステラを起点に業火が広がった。

　この魔法の起動時間が必要だったため、抵抗らしい抵抗をしなかったのである。

　あふれる炎はリュヴィニの姿を覆い尽くし、その周囲にいたオークを焼き尽くした。

　自分の炎だと、ちょっと熱い程度ですむのだから不思議だなと思いつつ、素早く身を起こした。一足飛びで愛剣のところへ向かい、それを拾う。

　アステラの魔力が練り込まれたそれは、アステラが生み出す炎でも燃えないものだ。

　なかなか作れない一振りだから、なくしたら困る。

　どこにも歪みがない愛剣にほっとしていると、アステラの影の中から再びリュヴィニが現れた。珍しく本気で狼狽うろたえた様子の彼は、髪の毛の先がちょっとだけ焦げていて、間一髪だったのが知れた。

「おま、お前っ!!」

「すまない。本当に、すまない。魔法は急には止められなくて」

　どう考えても、窮地だったアステラを助けるために出てきてくれたのだろう。

　神妙にしたアステラは、しかし気づいた瞬間、リュヴィニのいるほうへ鋭く刃を振るう。

　わなわなと震えていたリュヴィニもまた、アステラへ向けて踏み込んできた。

　リュヴィニの背後から襲いかかろうとしていたオークは、アステラの剣によって首を刎ねられる。

　アステラに向かって飛んできた矢は、リュヴィニが生み出した風の衝撃波で吹き飛ばされた。

　彼の引き起こした突風で、アステラの髪が揺れる。

　心が、かすかに震えた。

　さらにそのまま射手も吹き飛ばしたリュヴィニは、険しい顔でアステラに言った。

「傭兵も騎士隊もすでに、村に踏み込んでる。もう充分だ、本隊と合流しろよ」

「そうか、じゃあ私は親玉を斬ってくる！」

「俺の言うこと聞いてた!?」

　言い残して走り出したアステラに目を剥いたリュヴィニが、併走しながら文句を言ってくる。そう、彼はアステラについてこられるのだ。

　湧き上がる昂揚と込み上げる嬉しさに、アステラは弾む声で応じた。

「このオークたちの数からして、近くに統率個体がいるはずだ！　弓を扱えるオークを作り出せる統率個体だ。危険を察知してすぐ逃げるだろう。本隊を待っていたら間に合わないからな！」

「だけど今捕まったばかりだろうが！　無謀なんだよお前っ」

「うん、一人じゃだめだ。だから背中を頼んだ！」

「!?」

　絶句するリュヴィニとアステラの進路上に、オークたちが咆吼を上げて迫ってくる。

　今までよりも層が厚い、この向こうに統率個体がいるはずだ。

　アステラがまず集団に飛び込むと、オークたちは取り囲んで袋だたきにしようとする。

　だが、囲まれ切る寸前、リュヴィニが切り込んだ。

「本職じゃ、ないってのに！　わがままなご主人様だねえ！」

　おそらく風の魔法と併用しているのだろう。剣のひと薙ぎで、オークたちの包囲網を吹き飛ばし、返す刃で屠っていく。

　アステラだけならば、魔法を使ってさらに消耗するところを彼が補ってくれる。

　だから、今自分は、正面へ切り込んでいくことだけ考えればいい。

　背中を気にしないでいい。それだけでとても、戦いやすい。

　全力を出せる。

　思わず緩んでしまう唇のまま、アステラは刃へ炎を走らせて、眼前に見えたひときわ大きなオークへ狙いを定めたのだった。
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　無事、刈り取った統率個体の首を近衛隊長に押しつけたアステラは、影に戻ろうとするリュヴィニを捕まえて、魔法騎士に許されている転移魔法を使った。

　緊急事態以外は使ってはいけないことになっているが、アステラにはとても重要なので、ありだと判断したのである。

　さすがに理性が働いて王宮に直接転移はやめたが、それでもぎりぎり近くに降り立ち、向かったのは、兵舎の中にある国立騎士団長の執務室だ。

　文句を言うリュヴィニの腕を掴んだまま、アステラがばんっと扉を開けると、剣の柄に手をかけたタンドスと目が合った。

　驚きに目を見開くタンドスに向けてアステラは勢いよく宣言した。

「騎士タンドス！　突然の訪問をお許しください！　この人を私の従騎士にします！」

「おい、ちょっと、お前っ!?」

　リュヴィニの焦った声が背後で響いたが、アステラは唸るような険しいタンドスに対してとうとうと言い募る。

「騎士タンドスは一般兵でも傭兵でも文官でもかまわないと言いました。私はこの男なら背中を預けられます。オークを複数相手取れるうえに、私の速度についてこられるし、何より炎に巻かれても逃げられるし頑丈です！　ぜひ許可を！」

「わかったから、とりあえずお前は医務室で手当を受けろ、馬鹿もんが！　その足はどうした！　また雑に焼いてないだろうな！」

「ありがとうございます、騎士タンドス！　今回は焼いてません！」

　一喝されたアステラだったが、了承は取れた。ぱあっと喜色を浮かべて頭を下げて騎士団舎にある医務室へ踵を返した。

　すると、ぐっと体が持ち上げられ俵担ぎにされた。アステラが面食らうと、それをなしたリュヴィニの、苛立ちに満ちた剣呑な目に睨まれる。

「ばあか、お前足をやられてるんだから歩くんじゃない。医務室とやらはどこ」

「う、すまない、突き当たりを右に行ってくれ」

　リュヴィニは深くため息をつくと、かつんと長靴のかかとを鳴らしてタンドスに向き直った。眉間を揉んでいたタンドスもまた、リュヴィニを見返している。

「君は、今回のオーク討伐に参加していた傭兵だろう。うちの魔法騎士が迷惑をかけた。今日は宿舎に泊まれるよう取りはからう。あとで話をしよう」

「お気遣い感謝いたします」

　優美に挨拶を返したリュヴィニによって、アステラは運搬されたのだった。




　今回、大きい傷は太ももに刺さった矢傷だけだった。

　家に帰れる程度だと考えていたアステラだったが、タンドスによって申し送りがあったのか、入院用の個室で一晩を明かすことになってしまう。

　夜、貸し出された簡素な寝間着に身を包んだアステラが、ふてくされた気分でベッドをごろごろしていた。

　まだ明かりは消していない。眠るに眠れなかったのだ。

　ふと気配を感じ取れば、ベッドの端に簡素なシャツとズボン姿のリュヴィニが腰かけていた。非常に不機嫌そうな様子なのは、ろくに話もせずに進めたからだろう。

　アステラもひらめきに浮かれて行動してしまったが、多少打ち合わせはすべきだったと反省していた。

「その、大丈夫だっただろうか？」

「あのあと騎士団長殿に根掘り葉掘り素性を聞かれたよ。とりあえず、オーク討伐に参加した傭兵の一団にいたことにして、諸々の記憶をいじっていたところ。魔力の抵抗値が馬鹿に低いやつらばかりで心底助かったよ。ソレを終えてとんぼ返りしたのが今」

「大変に、迷惑をかけた……」

　魔法が使えるだけに、それにかかる労力が想像できたアステラが、大いに申し訳なく思って身を縮める。

　だが、彼の髪が日中に見た短くなった髪ではなく、見慣れた髪の長さになっていることにほっとした。

「何、その顔。お前全然反省していないだろう？」

「反省はしている。だけど、あなたの髪を焦がしてしまったし、日中は短かったからかなり心配してもいたんだ。きれいな髪だから」

「……あっそ」

　アステラが言うと、リュヴィニは自分の髪に手をやる。

　夜色の髪が橙色の明かりに映えて艶を帯びるのは、とても見応えがあった。

「だけどごまかされてやらないよ。魔族の俺を従騎士にするって本気？」

「それは本気だ。以前からタンドスさんにせっつかれていたんだが、誰も置くつもりはなかったから困っていたんだ。でもあなたを側に置く理由にはぴったりだろう？　堂々と私を監視できるし、自由に動き回れるぞ」

　アステラはリュヴィニが影に潜むしかないのを、常々申し訳なく思っていたのだ。アステラは死ぬつもりはないが、今回のように、ひどくやきもきさせて、影から飛び出さざるを得なくなるような事態は、彼にとっても肝が冷えることだろう。

　なら、公的な身分を与えて、リュヴィニが四六時中アステラの側にいられるようにすればいいのだ。

　何よりアステラは、タンドスに従者を置けとせっつかれずにすむ。

　一石二鳥の案だと考えていたのだが、リュヴィニには眉を顰められた。

「あのね、影越しのほうが、お前が危険じゃないときには自由に遊び歩けて楽なんだけど。従騎士になんてされたら、俺の仕事が増えるじゃないか」

「それは、すまない。書類仕事とかは結構少なめなんだが……うん。余計な仕事が増えてしまうな。なるべく私が処理するようにする。そうだ従騎士にもいろいろあるし」

　なんとかなるだろう。アステラとて、毎回報告書などは自力で書いている。騎士団の外の枠組みにいるから、政治的なこともあまり縁がない。

　だがどれほど言葉を重ねようと、リュヴィニに迷惑をかけるのは明らかだ。

　肩を落としたアステラは、シーツを握った手に視線を落とした。

　それでも、この胸に感じた昂揚を、否定したくなかった。

「ほかの者だったら、死なせる心配をしなければいけなくて、今まで誰も選ぶつもりはなかった。だけど、あなたになら背中を預けられると思えたんだ。あんなに安心して戦えたのが初めてで、舞い上がってしまった」

　隣で、息を呑む音がした気がした。

　アステラは、共にオークの群れの中を突っ切り、統率個体を倒した一連の流れを思い返す。

　露払いをしていくアステラの背後に、オークが襲いかかる。だがそれをリュヴィニが後づめで切り払った。リュヴィニにオークの剣が届きそうなときはアステラが受け流し、アステラに棍棒を振り被るオークはリュヴィニが蹴り飛ばした。

　リュヴィニが取り巻きを相手取る間に、アステラがひときわ大きな体躯の統率個体と一騎打ちをし、見事に首を落とす。

　相手が欲しい助け、苦手な部分が手に取るようにわかるのだ。

　しかも、とアステラは思わず喉の奥で笑う。

「あなたは結構、乱暴な戦い方をするのだなぁ」

「……顔に、似合わない？」

「いいや、ものすごく好みだ。私もあまりきれいな戦い方をしないからな。肌に合う」

　リュヴィニは少し無茶なことを任せても、平然とこなしてみせて、アステラについてくる。

　死なないと確信できたのは、彼が初めてなのだ。

　自然とほころんだ頬のまま、アステラははにかんだ。

「呼び出せたのがあなたで、私は幸運だったな」

　魔力をくれるのなら、誰でもいいとは考えていたし、どんなことだろうと目的のためであれば必ず耐え抜いてみせる覚悟はあった。

　だが運よくリュヴィニが呼び出しに応じてくれたから、思わぬほど快適に楽しく過ごせている。

　しみじみと彼を眺めたのだが、彼はかすかに口を開いて閉じて、衝撃を受けたような表情をしている。不思議に思って小首をかしげた。

　だが、アステラが問いかける前に、彼は深く息を吐いて、半眼になる。

「それだけ俺は都合がいいってことだろう？　そんなふうに言われて嬉しがるとでも？」

「そうだな、あなたは私にとってとても都合がいい。だが、それは私を誑たらし込んで堕落させようとするあなたの実力の証しだろう？　やはりあなたは優秀だ」

　初対面で彼が油断をしていなければ、アステラが従わせることはできなかっただろう。

　油断はしない。してはいけない。それでも彼と共にいられるのは、嬉しい。

「なんだよ、本当にお前は……」

　はにかむアステラを見つめていたリュヴィニは、再びため息をつくと、そっとベッドに乗り上がってくる。

「なら、優秀な使い魔で、有能な従騎士になる予定の俺を労ってよ。さすがに腹が減ってるんだ」

　ぎしりと軋む音が響き、アステラがほれぼれとする夜色の髪がさらりと白いシーツに広がった。

　アステラの心と背筋が、そくりと震える。

　腹の下が疼くのを感じて身をすくませたが、その前にリュヴィニが身を寄せてきた。

「お前だって、魔力が足りないだろう？」

「……ばれたか」

　そう、眠りにつけなかったのは日中に大量の魔力を消費したせいで、空腹が収まらなかったためだった。

　アステラが照れ混じりに苦笑して手を伸ばすと、リュヴィニに抱きしめられたのだった。




　リュヴィニの手が、ゆっくりとアステラの簡素な寝間着をほどいていく。

　大人しくされるがままになっていると、くすり、と笑われた。

「お前も、少しは雰囲気というものがわかるようになったね」

「あなたが教えてくれたからな」

　無造作に服を脱ぎ散らかそうとするたびに、リュヴィニに怒られたのを思い出してアステラは照れくさくなる。

　あらわになったアステラの肌をリュヴィニの手が滑っていく。

　彼の手は淑女のようにたおやかに見える。だが時折その掌の中に固くなっている部分を感じるのは、アステラが密かに考えていた通り、長年の鍛錬でできあがった剣ダコだったのだろう。

　自分の手にもあるものだから、アステラは少しだけ彼のことが知れたようで嬉しかった。

　だがすぐに、アステラの感覚を呼び覚まそうと淫靡に這い回るそれに、うまくものが考えられなくなっていく。

　やわやわと押さえていない乳房を揉まれ、尖りを掠められる。

「……ふっ……、」

　熱を帯びた吐息をこぼすと、艶やかな唇がアステラの唇を食み、舌でなぞられた。

　意図を察してかすかに開くと、ゆっくりと舌が侵入してきて、絡め取られる。

　どこか、いつもと違う気がするのは、口内を探索する舌が丁寧だからかもしれない。まるで、アステラを味わい尽くそうとするような動きだ。

　とても気持ちがいい。けれど少し彼の体温が遠いのがもどかしくて、アステラは口づけの合間に問いかけた。

「脱がせて、いいか」

「いいや、いい」

　手を伸ばすと、一旦離れたリュヴィニがシャツを無造作に脱いでしまう。

　それを少し意外に思っていると、ゆっくりと押し倒された。

　リュヴィニの体の重みが心地よくてアステラは満足の息をつく。けれど、視線が絡んだとき、彼の瞳映る感情の色がいつもより少しだけ薄いことに気づいた。

「まず俺の腹を満たさせて」

　そのまま、体中に口づけが落とされる。同時に、彼の手が快楽を呼び覚まそうと絶妙な力加減で這い回った。ちくりと肌が吸われて痕がつけられ、慰撫するように舐められるだけで、簡単に震えてしまう。

　その一つ一つがすべて、アステラの熱を上げるものだった。

　指、首筋、鎖骨、胸の周り、脇腹、彼の手が撫でるだけで、背筋を快楽が走っていく。決定的なところにはほとんど触れられていないにもかかわらず、アステラは鼻に抜けるような声がこぼれかけた。

　だが、ここは個室とはいえ入院施設だ。外には夜勤の医者がいるし、隣には確か入院患者がいたはずだ。さすがに、自分の声を聞かせるつもりはない。

「っ……！」

　アステラが己の手の甲で押さえて、淡い声を殺していると、リュヴィニに取られた。

「外に音は漏れないようにしてるから、声上げていいよ。お前、緊張で興奮しないもの。意地悪する余裕、ないから」

「リュー……っぁ!?」

　すでに濡れている秘所を、彼の指が撫でた。

　明確な刺激に、視界が白に染まり、アステラはあえかな声を漏らした。

　リュヴィニの進め方がいつもより、少し早い。もしかしたら、お腹が空いている、という言葉に関係があるのかもしれない。

　体が勝手に震えたとたん、太ももへかすかに違和感が走る。けれど、密かに確認して力を抜く。

　そのまま秘められた花芯に触れられるかと考えていたアステラだったが、リュヴィニの動きが止まった。

　彼が見ているのは、アステラの左太ももにある包帯だった。

　眉を寄せて、ゆっくりとそこを撫でたリュヴィニが、息を弾ませるアステラに問いかける。

「痛む？」

「いや……もう、傷は塞いでもらっているからさほどでも。いつも通りしてくれて大丈夫だ。あなたも足りないのだろう？」

　魔法医師は優秀だ。切り傷程度であれば、たちまち治してしまえる。

　ただ、魔法で傷を治しすぎると、体が本来持っている治癒力が弱まってしまうから、有事でもない限り傷を塞ぐ程度でやめるのが常識だった。

　アステラの矢傷も筋は切れていなかったし、激しく動かなければ問題ない。体力的にも充分ついていけると考えていたからこそ、アステラは彼の誘いにも乗ったのだ。

　しかし、リュヴィニは不機嫌そうに顔をしかめる。

「お前に心配されるほどじゃない」

　言うなり、ゆっくりと伸び上がってきたリュヴィニに、傷のある左太もも上にして横にされると背後から抱きしめられた。

　何度も体を重ねてきたし、その中でさまざまな体位を試されたが、これは初めてである。

　戸惑ったアステラが背後を振り返ると、リュヴィニに覗き込まれていた。

「やりようはいくらでもあるよ」

「ん……っ」

　音を立てて、うなじに口づけられた。耳の輪郭を撫でるようにたどられたあと、甘噛みされて、アステラはぴくりと体を震わせる。

　それでも顔と姿が見えないのに少し不安を覚えていると、汗ばみ始めた体にぴったりと、体を寄せてきた。

「お前、俺になら背中を預けられるんだろう？　お前は力を抜くことだけ考えていて」

「う、ん」

　かすれた声を注がれた耳を、柔く舐められる。濡れた音が直接頭に響き、アステラの肌が粟立つ。その中に、かすかな甘苦しさを覚えた。

　下肢の間が潤うのを感じる。彼に与えられるものは、すべてが気持ちいい。それを知っている体がリュヴィニの体温を背中いっぱいに感じることを喜んで、期待し始めていた。

　再び、彼の右手が柔く胸と頂をゆっくりとこね回し始めると、アステラは熱い疼きに襲われ体を震わせた。

　横になっているせいか、あまり太ももには力が入らず違和を感じない。

　だが抱き込まれている状態では悦を逃がせず、どんどん快楽の興奮が下腹を濡らしていくのを感じる。

　アステラがもぞり、と太ももを擦り合わせると、臀部に当たるそれに気づく。

　リュヴィニが、ふ、と耳元で笑う吐息にぞくりとした。

「足りない？」

「……ああ、たりな……あ、ん……」

　アステラよりもアステラの体を知っている彼は左手で再び下肢の割れ目を探り、ぐっしょりと濡れたそこを丁寧に暴いてきた。

　しとどに濡れた花びらをたどり、蜜口の中へと指を差し入れる。それだけで、入り口が悦んで収縮し、入ってきた指に絡むのを感じた。が、リュヴィニは手の平全体を押しつけるように深く差し入れると、親指で花芯をなぞる。

　本当に、触れるだけのそれは、しかし熱が限界まで凝っていたアステラにとっては達するに充分だった。

「ぁっ……、あぁ……ぁぁっ」

　腰を揺らし、アステラがのけぞって悲鳴を上げる。その震える体を味わうように、リュヴィニが抱きしめる。

　体温が心地よい、と思いながらも、ゆるりと上りつめた熱で思考がぼやけた。

　だが、リュヴィニは興奮に腫れ上がった花芯をたっぷりと濡れた指で転がし始める。

　下腹部からどっと押し寄せてくる濃密な快楽に、アステラは喘いだ。

「ひぁっ、ん、んっ……ぁ」

　蜜口に差し入れたまま動かなかった指が妖しく性感を探り出し、頭の芯まで突き抜けるような快感に身をくねらせる。

「あっん、ふぁ……あ、また……っ」

「いいよ」

　ほころんでいた媚肉を、ゆるりと撫でていた指がぐっと敏感な部分を擦り上げる。同時に勃ち上がった花芯を強くなぶられて、視界が真っ白に染まった。

「ぁ────ッッ……！」

　か細い悲鳴を上げ、快楽に呑まれて痙攣するアステラの体を抱きしめていたリュヴィニが、ふう、と吐息を吐く。

　アステラは余韻が引かない中で、彼のため息はまるでお腹が満たされたときのような満足げな響きだと思った。

　彼にとって、自分は正しく食事なのだ。自分とは違う存在だと久々に実感していると、慎重に左足が持ち上げられる。

　わずかにできた隙間に、リュヴィニの足が割り込み、蜜口に熱く勃ち上がった陽根の切っ先が当てられた。それだけで、下腹部がきゅうと、甘く濡れる。

　問いかけるように覗き込まれて、アステラが頷くと、ゆっくりと先端が潜り込んできた。

　蕩けきった媚肉をかき分けて、埋め込まれるそれにアステラは感じ入る。あまり深くはないが、いつもと違う体位のせいか、普段よりもしっかりと形を認識できた。

「ん、ん……」

　嬉しげにうねるアステラの内部を、リュヴィニはあやすように、ゆったりと抽挿を始める。

　押し込むようなそれは、的確に気持ちいい部分を刺激した。

「あ、んっ、ふ……やぁ……ん」

　結合部の濡れた音と共に、アステラの口からか細い喘ぎ声がこぼれた。

　我を忘れるような刺激ではない。だが、なんだか気恥ずかしくなるほどじわりじわりとあぶるような感覚にアステラは乱れた。

「リュー……ふあ、ぁ……なんか、……んぁ」

「んー……？　気持ちいいだろう？　そういう味してる」

　乳房を愛でていた手が、下腹部をゆったりと撫で回したかと思うと、優しく押した。

　かすかな感触だ。苦しいほどではない。だがリュヴィニがそこにいることを強烈に意識する。

　さらに、ぐ、と胎の中を楔で抉られ、アステラはふわっと浮くように高みに押しやられた。

「ぁッ────……ッ！」

　勝手にうねる腰を抱きしめるように押さえられ、注ぎ込まれる感触に、アステラはまた高みを昇る。

　強烈さはないにもかかわらず、全身が快楽に浸されるような気持ちよさが続いて、びくびくと体が震えるのが止まらない。

　リュヴィニを中に受け入れたまま、アステラは呆然と、つむじやうなじに唇を落とされるのを受け入れる。

「いつもより、俺、感じていたみたいだね？」

　囁かれたアステラは、きゅんと、自分の体の奥が締まるのを自覚した。

　さすがに羞恥に襲われて身を縮めていると、くくっと背後から喉の奥で笑う声が聞こえる。

「ずいぶん感度がよかったし、いつもと違う場所で興奮した？」

　髪を撫でられながら、甘やかすように問いかけられる。

　確かにそうでもあったのだが、アステラは照れくささと共につぶやいた。

「なんだか、あなたの手がいつもより優しく感じられて。びっくりするほど、気持ちよかったんだ」

　リュヴィニを全身に感じるのも、彼の動きを一つ一つ感じるのもなんだか嬉しくて、ぐずぐずに溶けていきそうだった。しかも、最後まで、左足に違和感を覚えなかった。

　配慮してくれたのは明白だ。なんだかこそばゆくて、アステラはいつもより甘やかな心地よさに包まれたのだった。

　自分の感想に照れていたアステラだったが、リュヴィニから反応がなくて不思議に思う。彼は、打てば響くように言葉を返してくれるのだが。

「リュー？」

　アステラは、後ろにいるリュヴィニを振り仰ごうとしたのだが、その拍子にきゅっと胎にあるものを締めつけてしまう。

　鼻に抜ける声をこぼすと同時に、アステラは自身の器の感覚を思い出した。

　これはだいぶ、恥ずかしい。

　顔を赤らめながらも、おずおずと口を開こうとすると、リュヴィニに顎を取られる。

　そのまま、口づけられた。

　すぐさま侵入してきた彼の舌は少しだけ乱暴に、性感を高めるように口内をなぶっていく。

　アステラはたちまち息が上がってしまう。ぼんやりとする頃に唇を離されると、いつものように少しからかうようなリュヴィニに覗き込まれた。

「……アステラ、まだ足りないだろう？」

　やっぱり、リュヴィニはアステラのことをよくわかっている。

　少し気恥ずかしいながらも、アステラはこくりと頷いた。

「うん。あなたが大丈夫なら、激しくしてもいいから、お願いでき……ぁんっ！」

　アステラはぐっと左足を掴まれ、持ち上げられた。

　とたん下腹部の奥に切っ先が当たり、思わず声がこぼれる。

　硬度を取り戻したソレが、先ほどよりもずっと奥に届いていた。

　アステラが背筋を駆け上がる感覚に震えていると、体を起こしたリュヴィニは紅い瞳に愉悦を乗せて、唇を舐めた。

「ほんと、欲しがりなご主人様だ。いいよ、いくらでもあげる」

「あ、んぁ、ぁ……ふか、ぃ、……んあっ」

　たちまち始まった深い律動にアステラは惑乱し、快楽に視界が染まる。

　ただ与えられる刺激を甘受するしかない中で、受け入れた楔がひどく熱い気がした。
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　アステラという女は、とかく腹が立った。

　リュヴィニが遠回しに誘うのでは気づかない。色事に対して無知というより、興味が一切感じられないのだ。

　夢魔の魅了は蓄積する。じっくりと時間をかけて染み渡らせる遅効性の毒だ。

　たとえ精神に作用する魔法が効きにくかろうと、アステラはリュヴィニの魔力を浴び続けている。少しずつ緩んだ隙で、ある程度有効になるはず。

　なのに、ことあるごとにそういう雰囲気を醸し出して誘っても、露とも気づかない。

　魔力が枯渇しているだろうときを狙い、満を持して誘いをかけてやったことがあった。

　ちょっと衣服を緩ませて、長いすにしどけなく横たわり、己が一番美しく見えるようにして待ち構える。

　普通の人間なら、夢魔である己が誘いをかければ、男だろうが女だろうが欲を覚えずにはいられない。魅了の魔法もたっぷりと使っている。

　男でも、女でもリュヴィニの美貌、艶めかしい肌と、何より絶妙に美しい肢体を前に手を伸ばさずにいられないのだ。

　あとは憂いを帯びた表情で、甘くさえずってやるだけ。

　そんなリュヴィニを見たアステラは、目の色を変え駆け寄ってきた。

『だ、大丈夫か！　気分が悪いのか』

『……そうだね。お前が足りなくて……』

　そこで言葉を途切れさせ、しおらしく流し目をして「寂しい」と目で訴えてみせる。

　完璧だ、そう思ったリュヴィニだが、次の瞬間ふわと体が浮く。

　アステラはリュヴィニを軽々と横抱きにしたのだ。

　しかし色気のかけらもない、運搬を第一に考えた無造作さだった。

『具合が悪いのか!?　すぐ休んでくれっ。ああもう、魔族に医者は難しいだろうし……』

『お前、なんだと思ったの』

　さすがに見当違いに気づきリュヴィニが聞くと、アステラは狼狽えながら答えた。

『わ、私がたくさんいろんなことを頼んでしまったせいで、疲れてしまったのだろう？　とりあえずあなたはベッドで休んでくれ』

　そこには、こちらを心底心配する色しか見えなかった。

『……もういいやそれで』

　細腕で抱え上げられてしまったことと、またしても魅了が効かなかった決まり悪さを隠すしかなかった。

　自分の魅了の効きが悪くなっているのかと、あとで適当な人間を引っかけたが、いつも通り問題なく誑し込めた。あまりおいしくはなかったが。

　あの女がおかしい。という結論に達し、仕方なくアステラとの信頼関係を築く方向に路線変更をした。

　家事くらい、リュヴィニだってできる。長い生の暇潰しに覚えたが、配下に止められるため披露する機会がなかっただけだ。

　魔法でさっさとこなしてもいいが、彼女に呼び出されない間は暇なため、久々に自分の手で料理をしてやった。

　媚薬でも入れてやろうかと一瞬考えたが、そんなものに頼るのはリュヴィニの矜持が許さない。

　きっと、豪勢な食事を好まないだろう。そして、普通の日常的に食べるものに餓えているはずだ。

　台所の殺風景さにそう判断して食事を出すと、予想通り、彼女は面食らった顔をした。

　だがなんのためらいもなくリュヴィニの食事を食べたのだ。しかも心底嬉しそうに。

『ありがとう！　とってもおいしいな』

　確かに何も入れていないが、その警戒心のなさはどうなのか。

　部屋が整っていることに驚いても、すぐにくつろいだ無防備な表情を見せるアステラに、予想通りことが運びすぎて、困惑するほど。

　しかし、その態度が表でも変わらないと気づいたのは、彼女の任務を監視し始めてすぐだ。




　騎士団内での彼女は、共に国や民を守る立場であるはずの騎士たちからはやっかみを買い、一般の兵士たちからはその実力で遠巻きにされていた。

　悪意はつねに取り巻いていたが、アステラはリュヴィニと共にいるときと同様、飄々としていて、感情を揺らすことはなかった。

『やあアステラ、まだお飾りの騎士なんてしているのか！』

　宮廷内で、アステラを呼び止めたのは、きらびやかな衣装に身を包んだ、まだ若い男だ。きらきらした金髪に碧眼をしており、自分の顔が整っていることを知っていて、おごりを隠しもしない。彼の隣には派手なドレスを着た女がしなだれかかっており、背後には護衛の騎士と従者を従えている。

　魔法騎士であるアステラに敬称をつけなかったその男に、アステラは淡々と完璧な騎士の礼をしてみせた。

『ご無沙汰しております、ジョルジュ殿下』

　この国の第二王子であるジョルジュは、第一王子が病弱なため、次期国王と目され派手に振る舞っていた。暗君になることは明白だったが、家臣でさえも咎めようとしない。なぜなら、血統主義のこの国では、高位貴族出身の王妃との間に生まれた「この国で最も正しい血筋」である彼が一番正しいからだ。勝手に出入りして情報収集をしていたリュヴィニは、すでに腐乱したこの国の実体に気づいていた。

　ジョルジュは顔立ちがご自慢のようだが、夢魔の美しさが基準となっているリュヴィニにとっては平凡だ。

　何より隣にいる愛妾らしい女に腕を回しながら、アステラの押さえていても隠せない女性的な曲線を描く肢体をなめ回すように見ている。アステラの影に潜み光景を眺めていたリュヴィニは、ジョルジュをオークよりも下劣な猿だと評価を下す。

　愛妾が憎々しげにしているくらいだ、アステラもジョルジュの欲にまみれた視線に気づかないはずがない。だが、彼女の態度は一切崩れない。

『なあ、お前は女なんだ、騎士なんて泥臭い仕事やめる気になったんじゃないか？』

『いいえ、ジョルジュ殿下のご采配のおかげで、毎日の任務が充実しておりますのでお気になさらず』

　言葉は丁寧だがのらりくらりとした反応に、ジョルジュが鼻白む。リュヴィニは、興味を持った女の気を引きたい幼い子供のような彼の行為に呆れ果てていた。

　だがジョルジュは、にんまりと己の優位性をまったく疑わぬ顔で、悪意と愉悦を持って話しかけてくる。

『アズレーンなんかより、俺のほうが将来有望なのは知ってんだろう？　アレは本来なら宮廷にすら足を踏み入れられない身分だ。まあ、宮廷の外でいろいろやっているようだが、所詮は卑しい者たちへの人気取りだ。国のためになるから王家の情けで──』

『殿下』

『うるさい、私に指図をするな！』

　背後にいた従者に強く呼ばれ、ジョルジュは悪態をつきつつも、言葉を止めた。

　その反応にリュヴィニは引っかかったが、アステラから一瞬にじんだ感情に気を取られた。

　表面上は平静なまま、アステラはジョルジュを正面から見据えて語る。

『何を言い淀まれたかは知りませんが、アズレーン殿下が国のために生きておられるのであれば、私が仕えるに値する充分な理由です』

　淡々と騎士の礼を崩さず対応する姿は、静かだからこそ、強い圧を感じさせた。

　ジョルジュが気圧され、たじろぐ。しかしそのような自分を認められないように、憤然と虚勢を張った。

『ふん、いまだ従騎士もつけてないお前は、魔法騎士と言われようとなり損ないだ。俺の再三の慈悲を無碍に扱ったことを、後悔しても知らぬぞ』

　思った反応を得られず、ほとんどやり込められたジョルジュは、捨て台詞を吐くと、従者に八つ当たりをしながら去って行った。

　リュヴィニは、アステラがアズレーンという人間の矜持が穢されて怒ったのだと理解した。アズレーンは第二王女だったと、リュヴィニは記憶している。体が弱いと認識されており、宮廷の催しにはほとんど出てこない。実際の理由は、現王が気紛れに手をつけた女から生まれた子で、ほかの王族に配慮して出てこないのは暗黙の事実だった。

　だがそんな些末なことはどうでもいい。

　アステラがどれだけ騎士として女として屈辱的な言葉を投げかけられても無反応だったのに、アズレーンに対する暴言には、反応した。

　どれだけの罵詈雑言を並べ立てられようと、理不尽な理由で過酷な任務を任されようと。アステラは、リュヴィニに向けるのんきな表情で頷いて、戦地へ向かう。警戒はしていなくても、心を許していないのだと理解するには充分だ。

　有象無象と違う人間に対する反応を今知ったから、余計だ。

　リュヴィニは、そんな彼女を知らずに罵るだけの人間と同じにされている。

　ぐつり、と腹の底が苛立った。

　彼女の芯が陥落しないのは、肌を重ねて感じ取っていた。

　アステラの器は、リュヴィニの魔力を受け入れている。

　だが快楽に染まり切ってもなお、魔力を注ぎ込むのはこつと根気がいるのだ。

　この女は、これだけ打ち解けたふうに見えても、頑なに許さない部分がある。

　アステラの感情を揺らしたい。

　それも、ほんの少しの気紛れだ。

　リュヴィニの第一目標は、従属の呪いを解かせることだ。

　だから彼女が単身で任務に当たっている間も、瀕死の重傷を負えばすぐに取り引きを持ちかけて解除させる気満々だった。

　むしろ助けを呼ぶたびに、彼女は窮地なわけで、魔力を注ぐ必要がある。

　彼女がリュヴィニの色に染まるし、万々歳だ。

　むしろ、誰もいなければ、さっさと己を呼び出せばいいと考えていた。

　そんなつもりで、リュヴィニは影の中に潜んでいたのだが、しかし、アステラは戦場で己を呼ぶことは一切なかった。

　自然体で剣を構える姿も、どれほど困難な状況でも、意志の強さを失わない様も、すべて影の中で眺めていた。

　アステラが戦場に出るとき、意外なほど熱はない。戦に対する昂揚も、見えない。

　ただ、どれほど傷を負っても、そのヘーゼル色の髪が泥と血にまみれても、必ず敵を屠るという、いっそ不気味なほど淡々とした決意があった。

　家で見慣れた気の抜けた表情はそこにはなく、ごっそりと感情を落とし、ただその瞳だけが主張する。

　戦場での彼女の灰色の瞳は、色を帯びる。琥珀のような、金色のような不思議な虹彩だ。

　その落差に、リュヴィニは驚いて。しかしかすかな苛立ちが残る。

　なぜ、助けを求めない。

　アステラは、リュヴィニを強い魔族と称した。ならば、呼び出せばもっと楽に任務を達成できると理解しているはずなのに。

　わかっていても、不愉快な感情がリュヴィニの腹に濁って蓄積する。

　オークの群れ討伐任務で、影に潜まず、傭兵隊に紛れ込んだのはただの気紛れだった。

　アステラが、周囲に助力を請わない理由の一端が知れると思った。それに複数の人間がかかわっている中で速やかに助けに入るには、人間として動けるほうが都合がいい。

　影でアステラの観測しながら、リュヴィニは傭兵たちと行動を共にした。

　人間程度の顔立ちに装うことくらい朝飯前だ。線が細いと言われようが、魔法を自由に使えなかろうが、剣一本で打ち負かすくらいわけもなかった。

　夢魔は魔族の中で、一段下に見られることが多い。肉体の頑健さがほかの魔族よりも確実に劣るためだ。

　即物的に示せる「強さ」が弱い種族は、弱肉強食である魔族の世界で侮られやすい。

　特に夢魔の得意分野は夢と魅了で、力を是とする者には卑怯とよく罵られた。

　なぜこちらの有利な状況で戦って、卑怯だと言われなければならない。どうせ現実世界の夢魔は弱いと言われなければならない。

　業腹だったリュヴィニは、剣も魔法も磨き抜いて、そういったやつらを片っ端から現実世界で叩きのめしていったものだ。

　卑怯な手を使ったのだろうと、性懲りもなく罵って来る者も多かったが、一度勝てば、相手の罵りなど負け犬の遠吠えである。

　そうやって、リュヴィニは己を通してきたのだ。

　アステラはいつも通り、近衛騎士に偵察と先陣を押しつけられた。

　先鋒が一番危険なのはどんな戦場でも変わらない。

　だが、顔を歪めるでもなく平然と頷くなり飛び出していく。

　まもなく、監視役のオークを倒したとの伝令魔法が入った。しかし、隊長の近衛騎士はすぐに動こうとしなかった。

「魔法騎士殿のことだ、一人で片づけられる。妙に踏み込んで我らが邪魔してはならん」

　その言に、近衛騎士隊から賛同の声が上がる。

　利己的で感情的な思考をするのも人間だ。むしろ感情が絡まない合理的な判断ができる者などごく少ない。

　ただ、このまま現地に乗り込めないのは不都合だ。

　リュヴィニは傭兵隊の困惑が強いのをいいことに、思考を誘導し村へと先行した。

　独自行動で傭兵隊は罰則を受けるかもしれないが、別にリュヴィニにはどうでもいい。

　そして、傭兵として適当に仕事をしながらも、影を通じてアステラを監視するのは忘れない。

　影の向こうで、アステラは猛然とオークを屠っていた。

　村はすでに壊滅しているが、近衛騎士は生存者がいる可能性があると、アステラに村全体を包囲して焼くことは禁じていた。

　はっきり言って馬鹿かと思ったがアステラは律儀に守り、限定的に火の魔法を使っていた。

　小器用に立ち回っているようだったが、やはり見通しのいい場所で一対多というのは困難だ。オークたちの戦力が追いついてくると、とうとう彼女の剣がはじかれる。

　リュヴィニは、たちまち地面に押し倒され、オークに押さえつけられるアステラを、冷めた目で見つめていた。

　リュヴィニの目標は、この従属のくびきから外れること。

　別に助けなくったっていい。オークの苗床になったところで、アステラの体の強さなら、たぶん生き抜くだろう。

　心が壊れたとしても、自分が助け出して、従順に染め上げて従えればいい。

　そうすれば、リュヴィニは解放される。

　解放、されるのだ。

　なのに胸に昂揚はない。

　髪は土にまみれ、無造作に扱われる彼女は、尊厳を失うかもしれないというのに、ひどく冷めた目をしている。ただ、かすかに不快そうな色を帯びていた。

　彼女は己の獲物で、自分が突き崩すと決めたのに？

　たかだか、オーク程度に奪わせるのか？

　ぐらり、と腹の底が煮えた。

　リュヴィニは、いつの間にか影を伝い、オークを切り捨てていた。

　自分でもよくわからない衝動だった。

　ただどうして、という思いだけで動いたソレは、タイミングを見誤ったせいで、アステラに燃やされかけた。焦っていなかったアステラは案の定、対応策を用意していて、助けに入り損だった。まったく格好がつかない。

　なのに、彼女は、灰色の中に金色がたゆたう瞳で、リュヴィニを見上げて。

　笑ったのだ。

　無邪気で、初めて言葉の通じる相手に遭遇したような、そんな嬉しげなものだった。

　何をしても無駄だったにもかかわらず、それだけで彼女の表情が色づいたのだ。

　彼女は今までにないほど鮮やかな表情で、リュヴィニを側に置きたいとさえずった。

　なんだそれ、と思った。

　極めはしたが、本職ではない剣と魔法だ。

　しかも、自分の十分の一も生きていない小娘だ。危なっかしく、一人で勝手に突っ込んで行って。……剣では、もしかしたらかなわないかもしれないと感じたけれど。

　たった数度、リュヴィニが剣を振るうのを見ただけで、無防備に背中を預ける大馬鹿者だ。

　──それが嬉しいだなんて。思うわけがないのに。

　リュヴィニは一人きりになったときに胸を握る。

　息が苦しい。胸が痛い。

　なんだこれは。自分は、こんなものしらない。

　わけがわからないと苛立ちを覚えたが、無理やり考え直した。

　使い魔も、従騎士も似たようなものだ、従うことには変わりない。

　だが彼女は従うのではなく、背を守って欲しいと願ってきたのだから、遠慮なくものを言ってやろう。自分に魅了されないくせに、心地がいいと語る愚かな女だ。

　無性に腹が減った気がした。

　己にあどけなく「あなたを呼べて幸運だ」などという女を、暴き立てたい。

　自分は知っている。この女がどれだけ自分の手で淫らに咲き乱れるかを。

　甘やかに啼いて、惑乱に悶えて、懇願するように縋りつくのは、自分にだけでいい。

　彼女も日中の戦闘で魔力が足りないはず。だからリュヴィニは、いつも通り彼女を押し倒して味わった。

　何せ、自分が手塩にかけて教え込んだ女だ。少し触れるだけで、初うぶさを残しつつも芳醇な色香を醸し出すようになった。

　だが、今日は少し味が違う。甘やかで、ほどけるような口溶けで柔い。

　いつまでも口の中で転がせる蜜菓子のようだった。一口で腹にたまったのに、もう一口とあとを引く。彼女を食べようとするといつもそうだったが、今日は格別だった。

　しかも、彼女もまた、いつもより甘やかに乱れて戸惑っているからたちが悪い。

　あまり激しくしないよう、先にゆっくり味わうことにしていてよかった。

　リュヴィニの腕に囚われた彼女は、日中の圧倒的な強さはなりを潜め、快楽に蕩けきり震えていた。安心しきったように体を預けているのは、紛れもなくリュヴィニ自身にだ。

　このまま、閉じ込められていられればいいのに、どうして自分の手に落ちてこないのか。

　わずかに、そんな思考がよぎった。

　だが、いつもより乱れた彼女が、はにかむように放った言葉に硬直する。

「なんだか、あなたの手がいつもより優しく感じられて。びっくりするほど、気持ちよかったんだ」

　優しくしたつもりはなかった。確かに配慮はしたが、自分が味わいやすくするために、ことを進めた自覚はある。彼女が気持ちよくなればいいと。自分の手だけに預ければいいと思っていたが、彼女の乱れ具合はそれだけではない。

　何が違ったかと言えば、受け止める彼女自身だろう。

　女は精神的な充足で反応が変わる。好意の過多でいかようにも変化した。

　つまりこれは、リュヴィニを信頼したからこその変化だ。

　心の奥底から熱が込み上げてくる。

　と同時に、リュヴィニは日中助けに入ったときと同じ、強烈なもどかしさを覚えた。

　なぜなら、ここまでしてもなお、彼女の魔力の器は最後の一線が超えられないのだ。

　魔力は肉体と精神に左右される。彼女の強固な精神は、ここまでリュヴィニを受け入れているように見せて、踏み込ませない部分がまだあった。

　ふ、と騎士団長タンドスに語られたことが脳裏をよぎる。

　アステラが不在の中、対峙したあの男は、今にも射殺さんばかりの目でリュヴィニを見た。明らかに間男を警戒する父の表情だったが、それでもわずかに懇願がにじんでいた。

『お前がどこの馬の骨だろうと、かまいやしない。アステラが選んだのなら、受け入れよう。……──だが、あの娘の楔になれ。死なせるな。何がなんでも引き留めろ』

　アステラの強さを重々知りながら、死なせるな、と願われた。

　この男はアステラの何かを知っている。そこに宿る強烈な違和感。

　まだ彼女には、リュヴィニが知らない何かがある。

　震えるような、渇望を覚える。

　リュヴィニはそこに踏み込みたい。彼女を暴くよりもずっと、その本質を知りたい。

　腕の中にいるくせに、全然こちらを見ない彼女を振り向かせたかった。

　従騎士になれば、理由を探りやすくなるだろう。それだけだ。

　それだけの、はずだ。

　再びアステラと顔を合わせたときには、いつもの自分を取り繕う。

　リュヴィニはその感情を名づけないまま、アステラの体温を味わった。








第三章　騎士への褒美と夢魔の夜会






「それで？　俺が、なんだって？」

　秀麗な美貌を、極上の笑みで彩ったリュヴィニは、地面に這いつくばる騎士たちを睥へい睨げいした。高い位置で結び上げた黒髪がよく似合う。

　完全に息が上がり、完膚なきまでに敗北した彼らは何も言えないでいた。その様をじっくりと見渡したリュヴィニは、心底残念そうにため息をついた。

　艶と愁いを帯びたそれは、騎士たちにとっては恐怖に身をすくめるものだ。

「男娼と区別がつかなくて？　どこの卑しい出自かもわからない女おんな男おとこで？　狩り狂いの情夫にふさわしい、だっけ？　そりゃあそうだろうね」

　リュヴィニは、その暴言を吐いた男たちを高慢な仕草で見下し、ひときわ美しく笑った。

「だってお前たちじゃ、アステラについていこうとしても無理なのだし、満足させることすらできないものねえ。情夫にすら勝てないなんてかわいそうに」

　そのように、自分とアステラを侮辱した男たちの矜持を丁寧にへし折っていく。

　アステラは彼の生き生きとした姿を見て、ほんのちょっぴり男たちに同情した。




　リュヴィニは、アステラの希望通り彼女の従騎士に収まった。

　異例づくしの抜擢で、予想通り周囲からのやっかみは多くあったが、リュヴィニは自力で撥ね退けていった。

「お前が魔法騎士として足りないのは従騎士だけだろう？　使い魔である俺が、それを損ねるわけがないじゃないか」

　うそぶいたリュヴィニは、悪意には徹底的に悪意を。だが同時に、自分が悪者にされないよう小器用に立ち回った。おかげで、多くの者には「顔はきれいだが、気さくな青年」と好意的に受け入れられていった。

　ともすれば、アステラにまで話しかける者が増えたほどで、人を魅了する夢魔の本領というものを目の当たりにした気分になったものである。

　討伐任務はますます楽になり、アステラは若干休暇までとれるようになったくらいだ。




　アステラはその休暇の一貫として、ユエの家を訪れた。

　リュヴィニに頼んで、影はつながないでもらっている。

　彼は女子会の邪魔はしないと肩をすくめていた。

「アス、なんだか明るくなったわね」

　開口一番、ユエにそう言われたアステラは、きょとんとして顔を触ってみる。

「そうか？　最近はご飯がおいしくて、よく食べている気がするが」

「まあ確かに顔色もよくなったけれど。そうじゃなくて、とても雰囲気が明るくなったように見えるわ。それ、例の従騎士が来てからでしょう？」

「う……」

　ようやくユエの言いたいことを理解したアステラは、少々怯んだ。彼女がこちらに向ける顔に、にんまりと揶揄する笑みがあったからだ。

「ここに連れて来てくれると思っていたんだけどなあ」

「いやぁ、それはその……」

　さすがに、魔族を彼女に会わせるつもりはなかったため、曖昧に笑ってごまかそうとした。けれどユエは面白そうに続ける。

「あなたが相棒に選ぶんだから、どんな巨漢の男かと思っていたけど。あんな細身の美青年だとはねえ。ちょっと驚いた」

「っ！　会ったのか!?」

　アステラが驚きをあらわにすると、ユエはすまし顔で覗き込んでくる。

「まあね。私は魔法医師だから、結構騎士団界隈に顔を出すのよ。そのついでにね。まあ、それにかこつけて押しかけたんだけども。ちょっとプライドが高そうな人だけど、腕は確かみたいじゃない。何よりアスが自然体だもの」

「わ、私と一緒にいるときに見たのか」

　まったく気づかなかったアステラは、決まり悪さと気恥ずかしさに顔を赤くする。

　だが、それすらもユエの目には楽しげに映るようだ。アステラは、彼女にほっとした気配を感じる。

「精神的に安定したから魔力も安定しているのかしら。アスのほうがきつい役回りだから。少しでも、安らげる時間があったらなって思っていたし」

「……私はいいんだよ。充実しているユエがいてくれるから、私は突き進めるんだ」

　困ったような表情を浮かべるユエに、アステラも少々顔が曇る。

　騎士団と同じようにプライドの高い男性が多く活躍する魔法医師の世界だが、幸いにもユエが入り込んだ医師会は奇人変人の集まりだった。まともに意思の疎通ができるユエは、かなり重宝されて可愛がられているらしい。

　アステラとしては、そのまま平和に暮らして欲しいと思うのだが、考えを察したようにユエが睨んできた。

「私だってあなたと気持ちは変わらないのよ。あとは任せて、なんて言わないで」

「言わない」

　アステラが望む限り止まらないのと同様、ユエが望むのならアステラだって彼女を止める権利はない。八年前に村が滅びて二人きりになって以来、仲間が増えてからも色褪せることのない思いだ。

　ユエはさりげなさを装って言う。

「この間、私は高位の貴族様相手にへまをして、第二王女アズレーン殿下の主治医を押しつけられたわ。私は彼女以外の一切の診察ができなくなった」

　王族の主治医は本来なら栄誉だ。しかし第二王女アズレーン・ヴィクトリア・フェロウとなるとまったく異なる。アステラが剣を捧げるアズレーンだが、フェロウの宮廷で最も位が低いとされている彼女が王位を継ぐことはあり得ない。だから、彼女付になるということは、すべての出世から外れることを意味する。若く将来有望な魔法医師であるユエに対して、惨い措置だと言える。

　だがアステラは、ユエの満足げな表情を見て、頷いた。

「そうか、おめでとう。これで間に合ったな」

「ええ。いつになるかわからなかったからハラハラしたけれど、準備が整ったわ。あなたが殿下に話をつけておいてくれたから、問題もなかったしね」

「うん」

　宣言通り、その地位を勝ち取ってみせたユエをまぶしく思いつつ、祝福する。

「私だってちゃんと準備はする。だからね、アス。自分のことも考えてね」

「充分、考えているぞ？　私ほど好き勝手にやっている者もいないだろう」

　アステラがユエの言葉の意図がわからず小首をかしげると、彼女は不満そうにした。

　なぜか、アステラを上から下まで眺める。何か変なところがあっただろうか？

　困惑して見つめ返すと、ユエに深々とため息をこぼされた。

「なんで休みなのに、そんな素っ気ないシャツとズボンなのよ」

　アステラは目をぱちくりとさせる。今日は休暇のため、騎士服ではなくシャツとズボンという平服で帯剣をしていた。

「私はアスの趣味を知っているのよ。スカートが嫌いなわけじゃないでしょう？」

「だが、スカートだと帯剣しづらいからなあ」

「今日は休日なだから、剣は持っていなくてもいいでしょう？」

「いや、でもだなあ……」

「髪を結い上げたのはいつ？　おしゃれをしたのは？　そうじゃなくても騎士を忘れて、たまには一人の女性に戻ったっていいじゃない」

　身を乗り出して言い募るユエに、アステラは困り果ててしまう。

　ユエは栗色の髪をしゃれたふうに結び上げて、胸元や袖に刺繍の入ったブラウスにスカートを身につけていた。彼女はいつだってどこもかしこも可愛らしい。

　がむしゃらでいながらも、自分を飾ることもおろそかにしない、彼女のそういう部分を、アステラは尊敬していた。生きる、ことを諦めない強かな姿はまぶしい。

　そんな彼女が、アステラに言う。

「私も絶対に目的を忘れないけど、自分の幸せだって諦めない。アステラはどうなの？」

「私は……」

　アステラは、結局ユエの質問には答えられなかった。
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　ユエに言われた言葉を、アステラはぼんやりと反芻する。

　彼女が前々から何かしら訴えたい様子なのは感じていた。が、今ひとつアステラにはわからなかったのだ。

　たぶん、彼女にはアステラがぞんざいに生きているように見えているのだろう。けれど、自分はやらなければならないことがあって、そのために必要な選択をしているつもりだった。

　だから、今の状況には満足しているし、これ以上何を求めればいいのかとも思うのだ。

　魔力枯渇だって対処できているし、思わぬ平穏も味わえている。

「ねえ、アステラ！」

「う、ん……？」

　リュヴィニの呼ぶ声で我に返る。ここは騎士団舎にあるアステラの執務室だ。ぼんやりしていたアステラの目の前に、どさどさと大量の紙の束が積み上げられた。

「これがすぐに目を通すやつね。お前が魔物の討伐した報告書だから。自分の記憶と照らし合わせて問題なかったら印を押して。俺が持ってくから」

「あれ、なんか、いつもより多くないか？」

　最近、討伐に出る数は多かったが、それを踏まえても報告書の量が増えている気がする。

　アステラが戸惑っていると、リュヴィニは今は目立たないように茶色に変えている瞳をすがめた。

「そりゃあ、今まで横取りされていた功績が、正当に評価されるようにしてるもの。俺がもらう手当も変動するんだから、中抜きなんて許さないよ」

「ああ、そうかなるほど。それはどうでもいいとは言えないな」

　こくこく頷いたアステラは、怯む気持ちを抑えて、書類を手に取ろうとした。しかしその前に、執務室の扉がノックされる。

　アステラが反射的に立ち上がる前に、リュヴィニが応対に出る。

　扉の向こうにいたのは、騎士の青年だった。アステラと同年代で恵まれた体躯をしており、健康的に焼けた肌、褐色の濃い髪は短く切られている。顔立ちから無骨で寡黙な雰囲気が漂うが、思慮深さも感じられた。実際、彼はどのような状況でも冷静に堅実な戦いをするとアステラは知っている。タンドスの配下にいる彼は、アステラとも顔見知りで、それなりに言葉を交わす仲だった。

「騎士コンラート。何か用だろうか」

　アステラが椅子に座ったままそう問いかけると、コンラートは一瞬リュヴィニに目をやりながらも、アステラに向かって騎士の礼をした。

「騎士アステラ、突然の訪問で失礼いたします。ギムソン団長がお呼びです。必ず従騎士殿と来るようにと」

　タンドスからの呼び出しは、アステラが約束事を忘れがちなことも相まって、彼直属の人間が伝令役になることが多い。他部署の者を通すと正確に情報が伝わりづらいこともあるが、タンドスもアステラもまどろっこしいのが苦手だったからだ。タンドスが直接訪ねてくることがなくなっただけ、マシになったと思う。

「そうか、ありがとう」

　アステラは礼を言って立ち上がる。

　さて、何かしでかしたことはあったかと剣を取りつつ思案していると、肩に上着がかけられる。

「アステラ、身なりは整えるんだよ」

「ん、ああ。すまない。騎士タンドスの元に行くのなら上着は着ないと怒られてしまうな」

　この騎士団舎は比較的友好的な人間が多いため、少々緩んでしまう。

　アステラが上着に袖を通していると、コンラートが少し驚いた表情をしているのに気づいた。アステラが見ていると気づいたコンラートは、ほんの少しぎこちなく言った。

「あなたが、素直に世話をされる姿を見るとは思いませんでした」

「うん？」

　アステラは腰に剣を差しながら不思議に思うと、コンラートは気にするなと言わんばかりに首を横に振る。

「あなたは人を寄せつけないものと、考えていたものでして」

「そういったつもりはなかった、とは言い切れないなぁ」

　ばつが悪そうにアステラが視線をさまよわせると、リュヴィニがさっさと動き始めた。

「騎士タンドスが呼んでいるんだろう？　書類が滞らないうちにすませてしまおう」

「それもそうだな。では行こう」

　何せ読まなければいけない書類はたくさんある。アステラは書類の山を見つつ、どこか酢を飲んだような顔をしているコンラートを促した。




　訪ねたタンドスの執務室で、彼から告げられたのは予想外のことだった。

「騎士アステラ、並びに従騎士リュース」

　アステラに加え、リュヴィニが名乗った偽名まで呼んだタンドスは、重々しく告げた。

「オークロード討伐の功績に対し、君たちに勲章が授与されることになった」

「ありがたき栄誉にございます」

　アステラとリュヴィニが決められた通り騎士の礼をすると、さらにタンドスは続ける。

「さらに今までの功績を称え、式典と夜会への参加が要請されている」

「恐れながら、私はいまだ若輩の身でありますれば、剣と魔法を以てアズレーン殿下、並びにフェロウ国へと貢献していきたく……」

「君の流れるような断りの文句も聞き飽きた」

　いつも通り断ろうとすると、タンドスに遮られる。しかも逃さないとばかりに険しい顔で睨まれた。

「今回の勲章授与は君が剣を捧げる、アズレーン王女殿下からの打診だ。何より夜会には殿下も出席されるぞ」

「むう……」

「さらにだ。君が初めて任命した従騎士に宮廷中が興味津々だ。ここらへんで正式な場に顔を出しておかないと、のちのち面倒になるぞ。リュース、心当たりがあるんじゃないか」

　それは初耳だ。アステラが振り返ると、傍らにいるリュヴィニは肩をすくめてみせる。

「まあ、少なからず声をかけてくる輩はいましたよ。うっとうしいと言えばそうだけれども」

　アステラが黙り込むと、タンドスはとどめの一言を発する。

「何もドレスを着て踊れと言っているわけじゃない。誰に揶揄されようと、君は魔法騎士なのだからそう振る舞えばいい。要は今後も討伐を続けていくための布石だと思え」

　タンドスの言葉にアステラは眉を寄せる。これ以上の固辞はただのわがままになるだろう。

「……拝命、しました」

　自分でも驚くほど不本意そうな声が出たが、タンドスにはきれいに無視された。

「そういうわけだ、リュースの正装をそろえてやれ。君が利用する仕立屋で問題ないだろう。緊急でもない限り授与式は中止せんぞ。何せ王族方の肝入りだからな」

　アステラは喫緊の魔物討伐が入ることを心から祈ったが、残念ながらそういったこともなく当日を迎えたのだった。
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　夜会の会場である離宮の広間では、着飾った紳士淑女たちが談笑しながら行き交っていた。会場内には品のよい華やかな音楽が流れており、中央では男女が踊っている。

　その熱気を流すために、開け放たれた窓からは、ゆるゆると涼しい夜風が入り込んできていた。

　アステラはその夜風を密かに味わい、誰にも気づかれないように小さく息を吐いた。

「退屈そうね」

　鈴を転がすような声音に我に返る。傍らには艶のある淡い金の髪を美しく結い上げた女性、アズレーン王女がいた。

　アズレーンは女性にしては少々背が高く、かかとの高い靴を履いた今は、アステラとほぼ変わらない。彼女は流行のパステルカラーの水色を基調としたドレスを身にまとっていた。びっしりと施された刺繍は裾に向けて色彩が濃くなるように陰影がつけられ、彼女の匂い立つような美しさを際立たせた。

　アステラよりも四つほど年下の彼女だったが、この場で誰よりも美しく咲き誇っていた。

　そのような彼女に見惚れたが、退屈を見抜かれたアステラは決まり悪くなり言葉を濁す。

「いえ、そのようなことは。このような場を作っていただき、ありがとうございます」

「あなたがこういう場を好まないとわかっていて引っ張り出したんですもの。わたくしのわがままと詰なじっていいのよ。……せめて一つくらい、あなたに形ある物で報いたかったの」

　そう言うアズレーンの目が捉えているのは、アステラの胸に今日増えた勲章だ。

　数多くの活躍をしながらも、勲章を贈られたのはこの一つだけ。日中の式典でこれをつけられたとき、アズレーンの指先が震えていたのを、アステラは知っている。

　この人はとても強い人だが、同時にとても優しいのだ。

　文句を言うつもりはなかったが、彼女の胸の内を理解し、アステラは肩の力を抜く。

　そう考えていると、アズレーンは普段は見せない少女めいたふくれっ面をした。

「でも、あなたも悪いわ。わたくしにすら挨拶に来てくれないんですもの」

「殿下……？」

　思わぬ言葉に、アステラは面食らう。

　それさえもアズレーンには面白いのか、広げた扇の影でくすくすと笑いながら視線を会場の中央に滑らせる。

　つられてアステラもそちらを見ると、曲に合わせて真新しい騎士の正装に身を包んだリュヴィニが、見知らぬ貴族の令嬢と踊っていた。

　夜会が始まってすぐは、傭兵上がり、と揶揄する声も多く聞こえた。しかしリュヴィニの立ち振る舞いにはまったく隙がなく、見事に夜会の場に溶け込んでいた。

　そうなのだ、魔法騎士の従者や従騎士は有望株なのである。

　たとえ傭兵上がりでも、中小貴族であれば唾をつけておこうとするだろう。

　始めは嫌がらせでダンスを申し込まれていたが、リュヴィニは見事にワルツを踊ってみせた。あとはアステラよりも多く声をかけられ、何人もの令嬢の相手をしている。

　彼に人が集まるのは、いわば主賓であるアステラができないことを代行してくれている面もある。

「あなたはわたくしの騎士なのだから、きっと一番に紹介してくれると思っていたのよ」

　アズレーンの軽く責めるような言葉に、アステラは狼狽える。

「それは大変に申し訳なく……」

　リュヴィニの本性は魔族だ。進んで紹介しようとは思えなかった。

　不義理を働いたことはわかっているため、ひたすら謝る。

　何せ魔法騎士となるには、王族の誰かに剣を捧げなければならない。当時、誰にも見向きされなかったアステラを、アズレーンが見い出し剣を捧げることを許可してくれたことで、アステラは魔法騎士になれた。

　ほかにもさまざまな便宜を図ってくれているし、何よりたおやかでいながら芯の強さを持つアズレーンに剣を捧げられて心からよかったと思う。

　どうやら不機嫌さも装っていただけらしく、アズレーンはすぐに涼やかな琥珀色の瞳を細めて、アステラを見る。

「でもまあ、いいでしょう。久々にあなたの正装を見られたもの」

　彼女の視線にアステラは少々こそばゆい気持ちになる。今日のアステラはいつもの略式ではなく正式な騎士服を身にまとっていた。

　立ち襟の上着は黒を基調としており、金色のモールやボタンで装飾されているうえ、モーニングコートのように燕尾となっている。トラウザーズも上着と同色で、アステラの体に沿うように仕立てられていた。胸にはアステラが今回得た勲章がつけられ、腰には魔法騎士に許された剣を佩いている。

　女性用の騎士服というものがないため、男の格好をしているアステラは、かなり異端だ。おかげでこの服で公式の場に出るとたいそう注目を浴びるため、アステラは夜会のたぐいは苦手だった。

　だが騎士に任じてくれたアズレーンの顔を潰したくもなかったから、公式の場に出る時期として今回はちょうどよかったのだろう。

　アズレーンとて、夜会はけして居心地のいい場所ではない。それでも、アズレーンができる一番の報い方をしてくれた。その想いにも報いたかった。

　それに、こうして本心から喜んでくれる人がいるのはいいものだ。

「光栄です、殿下」

　アステラは騎士の礼をすると、アズレーンはアステラを覗き込んでくる。

「いつかはドレスを着てもらいたいけれど、また今度ね。きっとよ」

「ご冗談を。私には似合いませんから」

「似合うと思うのだけど……」

「そもそも、私はあなたの騎士ですから。必要ありません」

　アステラが腰の剣に手を触れつつ言う。アズレーンは困ったような顔をして、さらに何か言いかけたが、ふと周囲に目を向けて苦笑する。

「まあでも、わたくしも人の夢を奪うつもりはないから」

　どういう意味だろう、とアステラは同じように周囲に視線を向けて理解する。そこには夜会に参加している令嬢たちの集団が、そわそわとこちらを見つめていた。

　落ち着かず、けれど少し熱を帯びた眼差しをアステラは知っていた。令嬢たちはこちらの視線に気づくと、頬を紅潮させて近づいてくる。

　その熱量にたじろぐ背を、アズレーンに押されてしまった。

「あなたと話したいと言う方の邪魔をするつもりはないわ。少し相手をして差し上げなさい」

　主に命じられてしまえば、アステラはどうしようもない。

「騎士アステラ様、どうか少しお話を……」

　たちまちふわふわなドレスに身を包んだ彼女たちに囲まれながら、アステラはせめて表情が引きつらないように気をつけたのだった。




　アズレーンの命を一通り完遂し、令嬢たちの輪から抜け出したアステラは、バルコニーに出て一息つく。

　すぐに背後に人の気配を感じてげんなりとしかけたが、現れたのはタンドスの配下であるコンラートだった。手にはグラスを二つ持っている。

「騎士アステラ、お疲れ様です。よろしければどうぞ」

「ああ、コンラート殿、感謝する」

　飲み物を受け取って一気に仰いだ。こういった場では定番のレモネードが、心地よく喉を滑っていく。

「ご立派でした。あれだけのご令嬢方を捌ききるとは」

「見ていたのなら、救い出してくれてもよかったんだが」

　アステラがねめつけると、コンラートは若干焦った顔で首を横に振る。

「とてもじゃありませんが自分は……あの勢いにはかないません」

「わかる。お嬢さんたちの力はすごい……」

　しみじみとアステラが語ると、コンラートがじっと見下ろしてくる視線を感じた。

　視線で問いかけると、複雑な色を帯びたコンラートが口を開く。

「あなたは従騎士を採らないのだと思っておりました。以前、自分の願いを断られた際に」

「うん」

　アステラは、簡素に頷いた。コンラートはアステラが魔法騎士になった際に、従騎士候補として名前が上がった青年だった。

　立候補してきたのだとタンドスに語られ、熱心に勧められたのを覚えている。

「自分は、あなたの騎士として立つ姿に憧れました。誰にも負けぬ強さと、孤高さは唯一のものだった。今までの活躍はもちろんですが、オークロードの討伐で評価されたことは、自分も我がことのように喜びました」

「ありがとう」

　コンラートの純粋な賞賛の言葉に、アステラは困ってしまい、居心地悪く礼を言うほかない。しかしコンラートの熱心さは変わらなかった。

「ドレスよりも騎士服の似合うあなたのように、自分も気高く強くありたいと思いました。従騎士は必要ない、と断られたのも残念に思いましたが納得したのです。だが、リュース殿を採られた」

　熱を帯びた眼差しで、コンラートはアステラに言い募る。

「今、俺がもう一度願えば、従騎士にしてくださいますか」

　アステラは自分をまっすぐ慕う彼に対して、眉尻を下げるしかない。彼がいい騎士なのは、その後タンドスの下に就いたことからよくわかる。自分もこの青年がなかなかの騎士であるのはよく理解していた。

　気働きもできるし、仕事もできる。彼は寡黙でつねに冷静だから熱くなりやすいアステラを引き留めてもくれるだろう。それなりにうまくやっていけるはずだ。元々、魔法騎士につく従騎士は二人でも少ないくらいなのだから。

　このような真摯な申し出には、きちんと対応したい。

　考えたアステラは口を開こうとしたが、その前に肩に重みを感じた。

　目の端に映ったのは長い黒髪だ。

「お前、願っている時点でだめだよ」

　いつの間にか、リュヴィニが傍らに立っていた。彼はアステラの肩に腕をかけて、コンラートに対峙している。

　その姿はアステラとほぼ一緒だ。黒を基調とし、金色のモールやボタンで飾られた騎士服で、唯一違うのは、腕にアステラの従騎士である証しとして金と紅の腕章をつけていることだけだ。

　ただアステラは、リュヴィニと己が並ぶ姿が、一幅の絵画のようにしっくりとなじんで見えることには思いいたらなかった。

　アステラが、リュヴィニの唐突な登場に面食らっていると、コンラートは彼の振る舞いに顔をしかめていた。

「リュース殿。己の主にいささか敬意が足りないのでは」

「いいんだよ、アステラが求めてるのはそうじゃないもの」

　コンラートの殺気に似た気配にもかかわらず、リュヴィニは悠然と口角を上げる。

「お前は主が欲しいんだろう？　なら見当違いだよ。そもそもこの子を口説くなら、ちょっと気の利いたくらいの言葉程度じゃ無理さ」

「リュー」

　咎める意味を込めてアステラがリュヴィニの腕を払うと、彼はあっさりとどかした。

　悪びれもしない姿はいつものリュヴィニだ。

　小さく息を吐いたアステラは、顔を強ばらせるコンラートへと語る。

「だが、まあリューの言葉もあながち間違いじゃない。私は従騎士を教え導けるような器はないんだ。騎士として正しくありたいあなたは、タンドス団長の元にいるのが一番だと思う」

　自分の元にいてもいい騎士にはなれないだろう。立派な騎士となりたい彼にとって、アステラの元はふさわしくない。

　そこまで評価してくれるのはこそばゆいが、彼に己の思惑を明かす気がない以上、話はこれでおしまいだ。

　アステラがへらりと笑ってみせると、コンラートは怯んだようにぐっと唇を引き結んだ。一歩踏み出そうとしてくる彼に、なんだろうと思ったが、すぐにリュヴィニに腕を引かれた。

「ほら、アステラ。王女様が探してたよ。俺のこと紹介しろって言われてるんだろ」

「え、殿下が！　それはいけない。コンラート殿、飲み物ありがとう！」

　アステラは立ち尽くすコンラートにそう声をかけて、リュヴィニと歩調を合わせたのだった。




　リュヴィニに連れられてバルコニーを離れたアステラだったが、しかし彼が向かったのはバルコニーから外の庭園に続く階段だった。

　魔法の洋燈が道に沿って並べられているため、散策も楽しめるが、庭園の奥に進んでいくと夜風に当たる出席者もまばらになっていく。

　やがて舞踏会の気配も漏れ聞こえる音楽のみとなる頃に、アステラはようやくリュヴィニが向かっているのが王女のもとではないと気づいた。

「リュー？」

　問うように呼びかけると、リュヴィニが少し開けた場所で立ち止まって振り返った。

「お前も案外隅に置けないね。前も口説かれていたんじゃない」

「口説かれ……？　あれは騎士として私の下に就きたい、ということだろう？」

　それも口説かれている、と言えばそうかもしれない。思い直したアステラは苦笑する。

「まあ、ただあなたの言った通り、コンラート殿が求めているのは、騎士に見えている私だからね。それなら、騎士タンドスのほうがずっと手本になる」

「あれ、騎士でい続けたいって言ったのは嘘なの？」

　すうと、リュヴィニ本来の紅い瞳に流し見られて、アステラは困ってしまう。

「嘘ではないよ。私には魔法騎士という身分が必要だ。ただ、本気で騎士であろうとするコンラート殿には不純に思えるだろうな。私は騎士を手段としてしか考えていないから」

　騎士として尊敬しているというコンラートの憧憬は、アステラにはまぶしすぎる。

　身を律し、私欲を捨て、ただ国のため、主君のために一振りの剣となれ。

　弱者を守護し、礼節を守り、だが恐れを知らぬ勇猛さを掲げよ。

　それが、この国の騎士の在り方だ。

　その日まで自分も装うつもりではあるが、女である以前に騎士と言われると、どうにもしっくりこず居心地が悪い。

　アステラが頬を掻いていると、リュヴィニは肩をすくめる。

「……ふうん？　まあ、だよねえ。あの坊ちゃん、お前の一面しか見てないもの」

「どう言う……？」

　戸惑うアステラをリュヴィニがひょい、と覗き込んでくる。

「お前、俺とご令嬢が踊ってるのを熱心に眺めていただろう？」

　指摘され、アステラは軽く目を見開いた。

「う……気づいて、いたのか」

　誰にも気づかれないよう、密かに見ていたつもりだった。けれど、あの観衆の中でアステラの視線に気づくとは、さすが魔族といったところか。

　さすがに決まりが悪いアステラに、リュヴィニは不満そうにする。

「はーわかってたけど、そこに嫉妬が混ざらないのが悔しいなあ。本当に、お嬢さんたちのドレスを見ていただけなんだね」

「っ……」

　アステラの顔がかあっと赤らんだ。

　きょろきょろと視線をさまよわせ、結局観念してぼそぼそと語る。

「その、あなたと踊るご令嬢たちのドレスが、一番きれいに翻っていたから」

　音楽に合わせて彼女たちがくるりと回るたびに、柔らかいスカートがひらりひらりと舞う。縫いつけられた石や刺繍が明かりを反射して艶やかに輝いていた。

　夜会に出るのは苦手だが、それでも美しく着飾った令嬢たちを見るのは好きなのだ。

　お嬢さんたちが熱心に語るほどの善し悪しは、アステラにはわからない。

　ただ柔らかいフリルや、美しいスカートを好ましいと思う。

　化粧で顔を彩るのも、華やかな色をまとう姿も心が弾むのだ。

「見てるだけじゃなくて着ればいいのに。唇を染めてるんだから、装うのは嫌いじゃないんだろう？」

　すいと、リュヴィニに唇を撫でられる。リュヴィニにはことごとく筒抜けらしい。指摘されてしまったアステラは、ほんの少し羞恥を感じた。

　今日のアステラは近づいて見ないとわからないほどだが、淡く口紅を乗せていた。

　出かけるときには何も言わなかったくせに、今、語るのは少々ずるいのではないのだろうか。リュヴィニが触れたところから、居心地の悪い熱が波紋のように広がるのを感じる。

　ただ、アステラが娘の格好をしないのには理由があった。

「騎士団では女性的なものを嫌うんだ。女物の騎士服はないし、何より私は剣を握って血しぶきにまみれる騎士を選んだから、眺めてるだけでいい」

　騎士の世界に飛び込むと決めたとき、自分が手にすることはないものだと捨てた。

　男として生きるつもりはなかったが、結果的にはそうなった。

　かすかに心が疼くときはあるが、アステラにはそんな些細な感情を潰せるだけの思いがあるのだ。

　だから言い切ってみせたのだが、リュヴィニがうろんな半眼で睨んでくる。

「そういうの、物欲しそうな顔をやめてから言いなよね」

　そんなにひどい顔をしているのだろうか、アステラが思わず目を見開くと、くらりと、酒に酔ったときのような酩酊を感じる。

「自力で解けるくらい単純な幻覚だから。今だけ抵抗しないで」

　リュヴィニの声で、アステラは無意識にはじこうとしていたのを踏みとどまる。元々リュヴィニの魔法は心地よいから、すんなりとアステラになじんでいった。

　するりと、足になめらかな生地が絡む。

　トラウザーズの厚みのある布とは違う、その柔らかい感触に驚いて、アステラは自身を見下ろしてぽかんとする。

　アステラの騎士服が薄紅のドレスに変わっていた。

　今日の舞踏会でたくさん見たドレスほどスカートには膨らみはなく、とても動きやすい。だが複数の布が重ねられたスカートは、かすかに動いただけで、ふわりと広がる。細かく入れられた刺繍と縫いつけられたビーズが周囲の洋燈によって輝いた。

　ドレスの胸元は色の濃い紅色だが、裾にいくに従って淡くなっている。

　装飾は控えめながら、襟ぐりは大胆に開かれ、首飾りがいっそう映えるようになっている。

　いつもは短い髪も、なぜか伸びているようだ。一部が丁寧に編み上げられていて、ヘーゼル色の髪も今日は艶があり、ヴェールのように流れていた。

「お前が流行の色をまとうのはちょっと工夫がいるけど、俺にかかればこんなものさ」

　得意げに語ったリュヴィニは、呆然とするアステラをほんの少し感情の色を抑えて見返した。

「お前は騎士であり、女なんだろう？　俺は夢魔で、今はお前の使い魔なのと同じようにさ」

　アステラは小さく息を呑む。彼の言葉が今の自分にしっくりときたからだ。

　騎士と、女。どちらもアステラだ。

　だが、騎士としての勇猛な自分だけを求められたり、女としての喜びを諭されたりしても、なんだか違うと感じていた。きっと自分に求めてきた彼らにはそんな意図はなかったのだろうけれど。

「なら、剣を持ちながら装えばいい。俺たちは戦う者だ。血しぶきだって彩りだよ。お前だって着飾ればいい。両方取って何が悪いの。両方取れる強さがあるんだ」

　リュヴィニの遠慮ないあけすけな言葉が、アステラの中にどんどん投げ込まれて、もやもやを吹き飛ばしていく。

　そんな彼が、アステラに向けて優美でありつつも無造作に手を差し伸べる。

「だからほら、見てるだけじゃなくて踊るよ」

「いや、でも」

「俺の誘いを断るの？」

　どうして彼は、アステラが落としたものをあっさりと拾ってくれるのだろう。

　断るとはみじんも思っていないからかいを含んだ口調に、アステラはなんだか泣いてしまいそうな気分になる。

　アステラが差し出された手に自分のそれを乗せたとたん、リュヴィニに引き寄せられた。ぴったりと寄り添い、会場から流れてくる円舞曲に合わせて、二人はゆるゆると体を揺らし始めた。

　いち、に、さん。とリズムを数えながらステップを踏むと、リュヴィニが軽く驚いた顔をする。

「なんだ、うまいものじゃないか」

「騎士の課程には、ダンスの訓練もあるからな。女役は交代でやってたんだ」

　まさか、本当に女役で踊る日が来るとは思わず、少しくすぐったい。

　黒の騎士服に身を包んだリュヴィニは、煌々と輝くシャンデリアの下で、誰よりも美しく見えた。品がよく、まるで騎士の鑑のような清廉さすら感じるほど。

　けれどこの宵闇の中で見る彼はいつもの、少し危なくて、妖しくて、だが親しげな空気をまとっている。こちらのほうがアステラにとってはなじみ深く、好ましい。

　そう、好ましいのだ。リュヴィニは隷属させたアステラに、さまざまなものを注ぎ込んでくれる。

　魔力だけではない。穏やかな時間も、預けられる背中の頼もしさも、素のままでいられる気安さも。すべて与えてくれるのだ。

　それを実感するたびに、体中に染み渡るような心地よさを覚えている。

「リューへの対価は、何かな」

　声はたぶん、いつも通りで震えていなかった。リュヴィニもいつも通り慣れた調子で応じてくる。

「そうだな、一曲につきキス一つでどう？」

「思ったより安いんだな」

　てっきり彼自身が満足するまで行為に付き合うとかだと思っていたのだが。

　リュヴィニにくるり、と慣れた所作でターンをさせられると、スカートが煌めきながら広がる。

　再び向かい合ったとき、彼の紅い瞳からからかいが消えていた。

「じゃあ、お前が抱えている何か」

「……」

　曲が明るい曲に変わるのを聞きながら、アステラも灰色の瞳で彼を見返す。

　なんのことだ、としらばっくれるのは、違うだろう。アステラは沈黙を守ることはできるが、隠し事はあまり得意でない自覚がある。

　逆にリュヴィニは人の心を把握することに長けていた。だから、アステラがこぼした言葉から、類推するのは難しくはないのだろう。

「契約のとき、お前は騎士でいなければいけないと言った。けれど騎士という在り方に思い入れはない。何より進んで一人を選んでいる。その理由は、何？」

　アステラはわずかに目をつぶる。

　そうすると、脳裏に焼きついた炎の記憶が蘇ってくる。

　その光景は、アステラの罪だ。そして償いをしなければならない。

　だが、目を開けてしまえば、リュヴィニの夜色だけだ。前は目を開いていても蘇ってきたのに、今ではちらつかなくなった。

　彼はアステラを、騎士でもなく無力な女でもない、ただのアステラでいさせてくれる。

「これは、私がやり遂げなくちゃ、いけないことだからだ。他人を巻き込みたくない」

　目を細めるリュヴィニを、アステラは見返す。

　本当は、彼ですら巻き込むのは不本意だった。けれど彼がいなければアステラは成し遂げられない。彼が知りたいというのであれば、少しは明かすべきだと感じた。

　静かに見返してくるリュヴィニは問いかけた。

「騎士をやめればできない？」

「ああ」

「お前が窮屈に感じていても？」

　アステラはかすかに目を見開き、静かに口を引き結んだ。

　気づかれた決まり悪さと、そこまで踏み込まれるとは思わず、心が震える。

　リュヴィニから離れようとしたが、腰を引き寄せる腕と、アステラの手を握るそれは強固だった。

　ゆらりとドレスが翻る。音楽は続いている。

　紅の瞳は、アステラを逃がさない。

「そこから、飛び出す気はないの」

「それはない」

　アステラは即答した。

　飛び出す、のは。だめだ。

　ただ、ユエの言葉を思い出す。

『私は自分の幸せだって諦めない。アステラはどうなの？』

　今の自分は平穏だ。己一人で罪を雪ぐことすらできないアステラに、この夢魔はつき合ってくれた。

　自分にはひどく贅沢な時間を、思わぬ形で味わわせてくれた。一生消えないと思ったあの炎の記憶が、わずかでも遠のくくらいには。

　降って湧いたような幸運だった。幸せ、だったのだ。

　このまま穏やかにときを重ねていくのだと錯覚するくらいには。

　もう一度、目を閉じる。炎がちらつく。だから、言えない。

　だって彼は夢魔だ。自分が無理やり従属させた存在なのを忘れてはいけない。

　心地いいのは彼の魔力があってのことなのだ。だからアステラでも味わえる。

　ちゃんと忘れていない。

　だから……──あともう少しだけ。夢を見てもいいだろうか。

　アステラは、小さく唇を開いた。

「ぜんぶ……やり遂げたら、それもいいかもなぁ」

　言ったとたん、ぐるり、と体を回された。

　いきなりだったが、アステラが合わせると、リュヴィニが笑っていた。

　しょうがないとでも言うような諦めに似た笑みだったが、その瞳にアステラの知らない熱があるような気がして。

　思わず見惚れたアステラの唇に、柔らかなぬくもりが落とされる。

　夜風が吹き、アステラとリュヴィニの髪がふわりと踊る。

　触れ合った唇をわずかに離した彼は、こちらを覗き込みながら言った。

「お前、長い髪も似合うね」

　ああ、この人は、本当に察しがいい。

　逃がしてくれたのだと、アステラは歪みかける顔を抑え、代わりに微笑を浮かべて会話に応じた。

「そう、かな。こんなに長いのは久しぶりなんだが。あなたの正装もとても似合う」

　くすぐったい気持ちになりながら、ふとアステラは思い出す。そうだ、令嬢たちの美しいドレスに見惚れていたのも確かだったけれど。もう一つある。

「実は、踊るあなたがかっこよくて、間近で見られる令嬢たちがちょっぴり羨ましかったんだが……」

「へえ？」

　片眉を上げるリュヴィニに、アステラは少しだけ照れながら続ける。

「でも、あなたがご飯を作ってくれるかっこよさも、戦う姿のかっこよさも、私だけが知っているし。そう考えたら満足してしまって忘れてしまったんだ」

　笑われると思っていたのだが、リュヴィニがなぜか天を仰ぐと、大きなため息をついた。

「……それは反則だろう、ちくしょう……」

　悪態をつかれたのはわかるのだが、意味はよくわからず首をかしげるしかない。

　そうしているうちに曲が終わり。足も止まった。

　そろそろ会場へ戻らないとならないだろう。楽しい時間だったと満足するアステラの腰を、リュヴィニはぐっと引き寄せてきた。

「踊ったのは二曲、キスはまだ一回だけだよ」

「ああ、まあそう、だな？」

　至極もっともだと思ったアステラが、リュヴィニの唇に己のそれを合わせてみる。

　先ほどと同じ、触れるだけ。

　だがしかし、すぐさま主導権を奪われ、甘い官能を呼び覚ますほど入念に、腰が抜けるほどの口づけを味わわされたのだった。
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